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行
政
の
実
効
性
確
保
の
手
法

は
じ
め
に

五 四
一 一
一 一
一 一

1

強
制
及
び
制
裁
の
概
念
を
手
が
か
り
と
し
て

伝
統
的
手
法
の
限
界

行
政
過
程
論

強
制

制
裁
な
い
し
サ
ン
ク
シ
ョ
ン

行
政
手
法
論
の
位
置
づ
け

高

木

光

は
じ
め
に

本
稿
は
、
「行
政
手
法
論
」
と
も
い
う

べ
き
も
の
が
行
政
法
理
論
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
か

(あ
る
い
は
、
少
な
く

ハ
ニ

マ
ハ
　

マ
ハ
　

レ
ハ
　

ザ

・
と
も
占
め
う
る
の
か
)
と

い
う
問
題
意
識
の

一
貫
と
し
て

「行
政
の
実
効
性
確
保
の
手
法
」

の
位
置
づ
け
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
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こ
こ
で
、
「行
政
の
実
効
性
確
保
の
手
法
」
と

い
う

の
は
、
こ
れ
ま
で
行
政
強
制
及
び
行
政
上
の
義
務
履
行
確
保
な

い
し
は
そ
れ
ら
と

関
連
を
有
す
る
も
の
と
し
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
て
き
た
様
々
な
も
の
を
包
括
的
に
と
ら
え
る
趣
旨
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
厳
密
な
概
ムワ心規

定
を
す
る
も
の
で
は
な
い
。
行
政
上
の
強
制
執
行
、
即
時
強
制
、
行
政
罰
と
い
っ
た

「古
典
的
」
な
も
の
の
ほ
か
、
公
表
、
課
徴
金
、
サ
ー

ビ
ス
の
停
止

・
拒
否
な
ど
新
た
な
も
の
を
視
野
に
い
れ
よ
う
と
す
る
と
、
行
政
強
制
あ
る
い
は
行
政
上
の
義
務
履
行
確
保
の
概
ムツ心
の
輪
郭

が
は
っ
き
り
し
な
く
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、
ま
た
、
後
に
考
察
す
る
よ
う
に
、
こ
の
概
念
は
法
的
な
も
の
と

い
う
よ
り

「機
能
的
」

な
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
、
即
ち
、
古
典
的
な
も
の
に
か
え
て
近
時
様
々
な
手
段
な
い
し
手
法
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
原
因
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
を
考
察
し
、
「現
代
行
政
の
手
法
」
と
し
て

「行
政
の
実
効
性
確
保
の
手
法
」
を
新
た
に
考
察
す
る
と
い
う
志
向
を
明
確

パゑ

に
示
す
最
近
の
論
稿
に
、
畠
山
教
授
の

「サ
ン
ク
シ

ョ
ン
の
現
代
的
形
態
」
が
あ
り
、
本
稿
は
こ
れ
に
若
干
の
理
論
的
補
足
を
行
お
う
と

　
　

レ

す

る
も

の

で
あ

る

。

以

下
、

ま

ず

、
畠

山

教

授

の
整

理

に

従

っ
て

伝

統

的

な

強

制

手

段

の
限

界

を

瞥

見

し

(
一
)
、

次

い
で

、

筆

者

が

行

政

過

程

論

を

ど

の

ポ

う

に
と

ら

え

て

い
る
か

に
触

れ

た

(
二
)

後

、

行

政

強

制

、

行

政

上

の
義

務

履

行

確

保

と

い
う

と

ら
え

方

が

ど

の
よ
う

な

意

義

を

有

す

る

の
か

を

そ

れ

ぞ

れ
、

強

制

、

制

裁

な

い
し

サ

ン

ク

シ

ョ

ン

の
概

念

を

手

が

か

り

に
考

察

し

(
三
、

四
)
、

最

後

に

「
行

政
手

法

論

」

の

位

置

づ

け

に

つ
き

得

ら

れ

る
示

唆

を

整

理

す

る

こ
と

に
し

た

い
。

(1
)

本
年
度
の
日
本
公
法
学
会

の
行
政
法
部
会
は

「
現
代
行
政
と
手
法
」
を

テ
ー

マ
と
し

て
予
定
し
て

い
る
。
筆
者
は
報
告
者

の

一
人
と
し

て
指
名

さ
れ
て
お
り
、
本
稿

は
そ
の
た
め
の
メ
モ
と

い
う
性
格
を
も
有
し

て
い
る
。

●

(
2
)

本
稿
は

「
行
政
手

法
論
」

と

い
う
と

ら
え
方
を
、
新
た
な
視
角
を
さ
ぐ

る
も

の
と
と
ら
え

て
い
る
。
新
た
な
模
索

や
意
欲
的
な
試

み
が
必
要
と

意
識
さ
れ

て
い
る
学
界

の
状
況
に

つ
き

、
最
近
の
整

理
と

し
て
、
藤

田
宙
靖

「現
代

の
行
政
と
行
政
法
学
」
公
法
研
究

四
六
号

一
一
五
頁

(昭
五

九
)
以

下
参
照
。
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(3
)
,
数
年
前
に

「行
政
法
戦
国
時
代
」
を
唱
え
た
も
の
と
し
て
、
阿
部
泰
隆

「行
政
法
学
の
課
題
と
体
系
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
三

一
号
三
八
頁

(昭
五

六
)

(4
)

学
界
全
体
の
状
況
に
つ
き
、
園
部
逸
夫

「各
国
行
政
法

・
行
政
法
学
の
動
向
と
特
色

・
日
本
」
現
代
行
政
法
大
系
第

一
巻

一
三
七
頁

(昭
五
八
)

(5
)

畠
山
武
道

「
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
現
代
的
形
態
」
岩
波
基
本
法
学
第
八
巻
三
六
五
頁

(昭
五
八
)
以
下
。

(6
)

な
お
、
「古
典
的
」
な
手
法
の
問
題
状
況
は
、
小
高
剛

「行
政
強
制
」
同
二
四
九
頁
以
下
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

〔要
旨
〕

①
伝
統
的
な
行
政
強
制
の
手
法
は
、
現
在
十
分
に
機
能
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

②
行
政
の
実
効
性
確
保
の
手
法
の
多
様
化
は
行
政
活
動
の
多
様
化
に
必
然
的
に
随
伴
す
る
も
の
で
あ
る
。

③
こ
れ
ま
で
み
ら
れ
る

「行
政
強
制
」
と
い
う
グ
ル
ー
ピ

ン
グ
と

「行
政
上
の
義
務
履
行
確
保
」
と
い
う
グ
ル
ー
ピ

ン
グ
は
と
も
に
正
当

な
観
点
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ね
ら
い
は
そ
れ
ぞ
れ
生
か
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

④
狭
義
の

「
強
制
」
即
ち

「実
力
行
使
」
と
い
う
概
念
は
、
む
し
ろ

「行
為
形
式
論
」
の
レ
ベ
ル
の
説
明
と
理
解

で
き
る
。

⑤

「
行
政
上
の
義
務
履
行
確
保
」
と

い
う
視
点
は
、
よ
り
ひ
ろ
げ
て

「行
政
上
必
要
な
状
態
の
実
現
」
と
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥

「
制
裁
」
は
、
「行
政
上
必
要
な
状
態

の
実
現
」

の
た
め
の
手
法
の

一
つ
に
す
ぎ
な

い
。

⑦
行
政
調
査
は
、
行
為
形
式
に
対
し
て
も
、
行
政
上
必
要
な
状
態
の
実
現
の
手
法
に
対
し
て
も
中
立
的
な
概
念
と
考
え
ら
れ
る
。

⑧
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
と

い
う

「機
能
的
な
」
概
念
は

「行
政
の
実
効
性
確
保
の
手
法
」
を
と
ら
え
る
の
に
有
益
で
あ
る
。

⑨
従
来
の
行
政
強
制
及
び
行
政
上
の
義
務
履
行
確
保
の
部
分
の
説
明
は
、
「行
為
形
式
」
に
か
か
わ
る
説
明
と
、

「行
政
手
法
」
及
び

「行

、

政
手
段
」
に
か
か
わ
る
説
明
を
混
在
さ
せ
て
い
た
。

⑩

「行
政
手
法
」
と
い
う
用
語
で
、
社
会
管
理
の
手
法
と
し
て
の
計
画
、
調
整
、
指
導
、
給
付
、
命
令
監
督
、
基
準
策
定
な
ど
を
論
じ
る

の
が
適
切
で
あ
る
。
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⑪

「行
政
手
段
」
と
い
う
用
語
で
は
、
よ
り
抽
象
的
な
レ
ベ
ル
で
、
社
会
管
理
の
た
め
の
資
源
と
し
て
の

「人
」
「物
」
「金
」
「組
織
」
「情

報
」
「専
門
技
術
的
知
識
」
等
を
表
現
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
。

神 戸 法 学 雑 誌XXXVI

一

伝
統
的
手
法
の
限
界

　
ア

マ

伝
統
的
な
強
制
手
段
の
限
界
を
意
識
さ
せ
る
近
時
の
著
名
な
事
件
に
、
最
高
裁
判
所
ま
で
争
わ
れ
た
豊
中
市
違
法
建
築
給
水
拒
否
事
件

が
あ
る
。
こ
の
い
わ
ゆ
る

「水
攻
め
」
に
つ
い
て
は
、
い
ち
は
や
く

「現
代
行
政
に
お
け
る
行
政
手
段
の
多
様
化
」
と
い
う
観
点
か
ら
考

ヘニ

す

い

察
を
加
え
た
遠
藤
教
授
の

「行
政
権
限
の
競
合
と
融
合
」
を
は
じ
め
多
く
の
論
稿
が
あ
る
が
、
畠
山
教
授
も
ジ

ュ
リ
ス
ト
の
論
文
で
最
高

裁
判
決
に
至
る
ま
で
の
背
景

・
学
説
判
例
の
動
向
を
詳
細
に
整
理

・
検
討
し
、
そ
こ
で
の
考
察
が

「サ
ン
ク
シ

ョ
ン
」
論
文
に
発
展
し
て

へぼ

レ

い
る
と
思
わ
れ
る
。
教
授
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
制
度
が
う
ま
く
機
能
し
な
く
な

っ
た
理
由
と
し
て
四

つ
の
側
面
が
指
摘
で
き
る
。

第

一
に
、
あ
る
種
の
法
分
野
に
お
い
て
は
、
法
律
違
反
が
恒
常
化
し
、
そ
れ
を
有
効
に
規
制
す
る
方
法
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

建
築
基
準
法
、
風
俗
営
業
等
取
締
法
、
屋
外
広
告
物
法
、
道
路
交
通
法
、
食
品
衛
生
法
、
飼
料
安
全
法
、
廃
棄
物
処
理
法
、
騒
音
規
制
法
、

水
質
汚
濁
防
止
法
、
下
水
道
法
等
が
そ
の
例
と
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
の
問
題
点
と
し
て
は
更
に
、
①
規
制
機
関
の
人
員

・
予
算
の
制
約
、

②
代
執
行
の
要
件

・
手
続
の
厳
重
性
、
③
罰
金
に
お
け
る
額
の
低
さ
及
び
検
察
官
の
起
訴
に
依
存
す
る
と
い
う
制
約
、
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。第

二
に
、
行
政
強
制
制
度

一
般
の
問
題
と
し
て
、
戦
後
の
改
革
に
よ
り
、
非
代
替
的
作
為
義
務
や
不
作
為
義
務

に
つ
い
て
は
、
特
に
個

別
法
に
規
定
が
あ
る
場
合
を
除

い
て
、

(直
接
的
に
)
強
制
す
る
方
法
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

第
三
に
、
時
代
に
即
応
し
た
立
法
的
対
応
が
な
さ
れ
て
い
な

い
と

い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
、
国
レ
ベ
ル
で
は
、
時
間
が
か
か
る
こ
と
、

自
治
体
レ
ベ
ル
で
は
条
例
制
定
権

の
範
囲
を
め
ぐ
る
疑
義
や
議
会
内
部

の
利
害
対
立
が
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
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第

四

は
、

理

論

的

な

問

題

で
、

従

来

の
行

政

強

制

シ

ス

テ

ム

は
、

法

令

や
行

政

行

為

に

よ

っ
て

一
方

的

・
強

制

的

に

課

さ

れ

た

義

務

を

念

頭

に
お

い

て

つ
く

ら

れ

て
お

り

、

行

政

の
多

様

な

活

動

形

式

に
応

じ

て
生

じ

る
多

様

な
義

務

に

な

じ

み

に

く

い
面

が

あ

る

と

さ

れ

る
。

な

お

、

こ
れ

ら

四

つ
に
加

え

、

先

に
あ

げ

た

遠

藤

論

文

の

モ

チ

ー

フ
で
あ

る

、
行

政

が
多

様

な
権

限

を

有

す

る

こ
と

か

ら

行

政

措

置

の

組

合

せ

に
よ

り

制

裁

的

機

能

を

果

せ

し
め

る

こ
と

が

で
き

る

よ
う

に
な

っ
て

い
る
、

と

い
う

点

が
指

摘

さ

れ

て

い
る

。

(
7
)

最
判
昭
和
五
六
年
七
月

一
六

日
民
集
三

五
巻
五
号
九
三
〇
頁

(
8
)

遠
藤
博
也

「
行
政
権
限

の
競
合

と
融
合
」
北
大
法
学
論
集

一
九
巻

四
号
七

一
四
頁

(昭
四
四
)
、
後
に
、
同

.
後
出
註

(78
)
一
〇
九
頁
以

下
に

要
旨
が
再
掲
さ
れ

て
い
る
。

こ
こ
で
素
材
と

さ
れ
た
事
件
が
、
前
出
註

(7
)
の
事
件
と

は
若

干
類
型
を

異
に
す
る
こ
と
に

つ
き
、
畠
山

.
後
出

註

(
9
)
=

二

頁

。
そ
の
他
の
論
稿

に

つ
い
て
は
、
阿
部
泰
隆

・
ジ

ュ
リ

ス
ト
七
六
八
号

〔重
要
判
例
解
説

・
昭
和

五
六
年

度
〕
三
七
頁

(昭
五
七
)

参
照
。

(9
)

畠
山

武
道

「
豊
中
市
違
法

建
築

給
水
拒
否
事
件
」
ジ

ュ
リ
ス
ト
七
五
〇
号

一
一
七
頁

(昭

五
六
)
。
他

に
、
伝
統
的
な
手
法

の
不
十
分
さ
か

ら

公
表
と

い
う
手
法
が
導
入

さ
れ
て
き
た
と
す

る
も

の
と

し
て
、

阿
部
泰
隆

「違

反
企
業

の
公
表
」

山
田
H
市

原
目
阿
部
編

.
演
習
行
政
法
上

三
六

四
頁

(昭
五
四
)
。

(10
)

畠

山

・
前

出
註

(5
)
三
六
九
ー

三
七
〇
頁

二

行
政
過
程
論

へ
れ

レ

さ
て
、
「行
政
の
実
効
性
確
保
の
手
法
」
と
い
う
用
語
法
は
、
例
え
ば
佐
藤
英
善
教
授
が
教
科
書
で
行
政
強
制
と
行
政
罰
を
あ
わ
せ
て
「行

政
の
実
効
性
確
保
手
段
」
と

い
う
章
を
た
て
、
「行
政
目
的
の
実
現
を
確
保
す
る
た
め
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
」
と
説
明
し
て
い
る
の

に
倣

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
行
政
の
実
効
性
」
と
い
い
、
「行
政
目
的
の
実
現
」
と

い
う
も
、
ひ
ろ
く
と
ら
え
れ
ば
行
政
活
動
の
全
局
面

ハロ
　

に
及
び
う
る
面
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
よ
り
明
確
に
表
現
す
る
と
す
れ
ば
、
「行
政
の
最
終
的
な
実
効
性
」
な
い
し

「行
政
目
的
の
現
実
的
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へ
ゆ

ハ

実
現
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
法
的
な
概
念
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
「行
政
過
程
論
」
的
発
想

に
よ
っ
て
、
「行
政
目
的
」
の
実
現
の
た
め
に
と
ら
れ
る
様

々
な

「行
政
手
段
」
を
想
定
し
、
そ
の
中
で
、

一
連

の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で

最
終
的
に

「
行
政
目
的
」
が
実
現
さ
れ
る

(あ
る
い
は
実
現
し
よ
う
と
努
力
さ
れ
る
)
局
面
を
念
頭
に
お
き
、
そ
こ
で
ど
の
よ
う
な

「手

段
」
な
い
し

「
手
法
」
が
用
意
さ
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
趣
旨
で
あ
る
。

こ
の
点
を
こ
れ
ま
で
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
即
し
て
説
明
す
る
と
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

ハ
い

り

ま
ず
、
園
部
教
授
は
、
行
政
過
程
に
つ
き
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

〔行
政
国
家
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
現
代
国
家
の
現
実
的
機
能
か
ら
見
る
と
、
行
政
が
政
策
決
定
と
政
策
執
行

の
大
部
分
を
占
め
て
い

る
こ
と
も
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
行
政
の
機
能
を
行
為
の
連
鎖
と
い
う
観
点
か
ら
と
ら
え
る
と
き
こ
れ
を
行
政
過
程
と
名
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
。〕

〔要
す
る
に
、
行
政
過
程
と
い
う
の
は
、
行
政
権
が
、
行
政
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
憲
法
の
下
で
法
令

上
、
慣
例
上
駆
使
す
る
こ
と
の
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
ず
る
、

一
連
の
手
続
の
連
鎖
を

い
う
。〕

〔政
策
の
発
案

.
法
律
案
の
作
成
に

は
じ
ま
り
、
訓
令
通
達
を
経
て
、
具
体
的
な
行
政
処
分

(法
律
行
為
、
準
法
律
行
為
)
が
行
わ
れ
、
各
種
の
行
政
上
の
強
制
執
行
や
、
即

決
執
行

(主
と
し
て
即
時
強
制
)
の
よ
う
な
事
実
行
為
に
よ
っ
て
、

一
連
の
行
政
過
程
は
終
了
す
る
。〕

こ
の
よ
う
な
説
明
に
従
え
ば
、
本
稿
の
い
う

「行
政
の
実
効
性
確
保
の
手
法
」
は

「
一
連
の
行
政
過
程
の
終
了
す
る
部
分
で
あ
る
事
実

行
為
」
を
中
心
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
な
る
。

ド

ハ
め

ソ

ま
た
、
塩
野
教
授
は
行
政
過
程
に
つ
き
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

〔
い
わ
ゆ
る
公
法
関
係
が

一
般
に
通
じ
る
特
色
と
み
ら
れ
る
の
は
、
そ
こ
に
お
け
る
、
権
利
義
務
が
、
公
権

.
公
義
務
で
あ
る
と
か
、
あ

る
い
は
、
そ
の
権
利

・
義
務
の
属
性
に
特
殊
性
が
あ
る
と
か
等
の
点
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
専
ら
、
具
体
的
権
利
義
務
の
抽
象
的

.
具
体

的
観
念
的

・
現
実
的
な
形
成

・
実
現
の
過
程
に
お
け
る
、
行
政
に
特
殊
な
法
現
象
に
あ
る

(そ
れ
は
具
体
的
事
情

に
応
じ
て
、
行
政
過
程

で
完
結
す
る
こ
と
も
あ
る
し
、
司
法
過
程
を
経
て
は
じ
め
て
終
息
す
る
こ
と
も
あ
る
。〕

〔し
か
し
て
、
そ
の
全
体
を

マ
ク
ロ
的
な
意
味
で
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の
プ

ロ
セ
ス
と
し
て
と
ら
え
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
ご
と
に
お
け
る
ミ
ク
ロ
的
プ

ロ
セ
ス
を
想
定
し
て
、
そ
の
特
徴
を
分
析
す
る
と
共

に
、
体
系
化
を
は
か
る
こ
と
が
、
現
代
行
政
法
学
の
中
心
課
題
の

一
つ
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
な
ら
ば
、
行
政
法

(解
釈
学
)

を
、
憲
法
規
範
の
枠
内
で
立
法
者
に
よ

っ
て
選
択
さ
れ
た
具
体
の
法
目
的
の
実
現
の
技
術
に
関
す
る
法

(解
釈
学
)
と
し
て
徹
底
せ
し
め

る
べ
き
で
あ
る
。〕

こ
の
よ
う
な
説
明
に
即
し
て
い
え
ば
、
本
稿
は
、
「
具
体
的
権
利
義
務
の
現
実
的
な
実
現
の
過
程
」
を
中
心
と

し
て
考
察
す
る
こ
と
に

な
る
。

さ
て
、
以
上
の
園
部

.
塩
野
両
教
授
の
説
明
に
お
い
て
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
も
の
の
典
型
例
は

「行
政
上

の
強
制
執
行
」
で
あ
る
こ

へ
め

ハ

と
が
う
か
が
わ
れ
、
ま
た
藤
田
教
授
の
い
う

「
三
段
階
構
造
モ
デ
ル
」
の
最
終
段
階
に
あ
た
る
と
考
え
れ
ば
そ

の
イ
メ
ー
ジ
は
明
確
な
も

の
と
な
る
。
し
か
し
他
方

「
現
代
行
政
の
特
徴
」
と
し
て

「行
政
手
段
の
多
様
化
」
が
指
摘
さ
れ
る
と
き
、
そ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な

「行
ハロ

い

政
立
法
、
行
政
行
為
、
行
政
上
の
強
制
執
行
と
い
う
典
型
的
権
力
的
法
技
術
」
以
外

の
も
の
に
も
着
目
す
べ
き
こ
と
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。

か
く
し
て
、
「行
政
の
実
効
性
確
保
の
手
法
」
は
よ
り
包
括
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
な
り
、
行
政
上

の
強
制
執
行
、
即
時
強

制

(即
時
執
行
)
、
行
政
罰
な
ど
い
わ
ゆ
る

「古
典
的
」
な
も
の
の
ほ
か
、
近
時
注
目
さ
れ
て
い
る

「行
政
調
査
」
「
公
表
」
「給
付
の
拒
否
」

な
ど
を
含
む
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
ピ

ン
グ
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
方
向
が
示
さ
れ
て
き
て
い
る
。

つ
ま
り
、
近
時

い
く

つ

へお
コ
ゆ
い

か

の

教

科

書

等

で

再

度

採

用

さ

れ

る
よ

う

に
な

っ
て

い
る

「
行

政

上

の
義

務

履

行

確

保

」

と

い
う

グ

ル
ー
ピ

ン

グ
は

、

「
行

政

強

制

」

と

い
う

グ

ル

ー
ピ

ン
グ

と

比

較

す

る

と

、

「
行

政

上

の
強

制

執

行

」

と

「
即

時

強

制

」

を

区

別

し

、

前

者

と

「
行

政

罰

」

と

の
共

通

性

を

強

調

す

る

も

の
で

あ

る
。

し

か

し
、

他

方

、

問

題

は

含

む

も

の

の
、

「
行

政

強

制

」

と

い
う

グ

ル

ー
ピ

ン
グ

に

も

正

当

な

観

点

が

含

ま

れ

て

ハ　

い
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
か
ね
あ
い
に
苦
心
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
を
な
す
教
科
書
も
み
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
に
て
ら
し
て
み
る
と
、
現
在
必
要
な
の
は
、
こ
の
二
つ
の
方
向
が
も

つ
意
義
を
よ
り
慎
重

に
吟
味
し
、
そ
れ
ぞ
れ

■
の
ね
ら
い
を
と
も
に
生
か
す
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
本
稿
で
は
、
そ
れ
が

「行
政
手
法
論
」
を

「行
為
形
式
論
」
及
び

「行
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ハ
オ

リ

政
手
続
論
」
と
異
な
る
レ
ベ
ル
の
も
の
と
し
て
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
果
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
通
し
を
示
す
こ
と
に
し
た
い
。

へ
ぬ

へ

な
お
、
さ
き
ほ
ど

「行
政
過
程
論
的
発
想
に
よ
っ
て
」
と
述
べ
た
が
、
筆
者
は

「行
政
過
程
論
」
を
園
部
教
授

の
説
明
等
か
ら
推
測
し

ハめ
レ

て
、
ア
メ
リ
カ
的
な
発
想
と
理
解
し
、
他
方

「
行
為
形
式
論
」
を
ド
イ
ツ
流
に
理
解
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「行

政
過
程
」
を

区
巨
三
。。-

q
讐
語

冥
08
器

に
対
応
す
る
言
葉
と
と
ら
え
、
そ
の
ね
ら
い
は
、
経
験
科
学
、
と
り
わ
け
行
政
学
な
い
し
政
治
学
の
成
果
を
生
か
し
て
、

ま
ず
行
政
の
実
態
を
把
握
し
、
そ
れ
に
即
し
て
法
的
問
題
の
あ
り
方
を
考
察
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
的
な
発
想
の

一

側
面
で
あ
る

「
概
念
法
学
」、
実
態
か
ら
遊
離
し
た

「悪
し
き
法
実
証
主
義
」
に
対
す
る
反
省
な
い
し
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
自
然
に
で

ハ
　

ぜ

て
く

る

立

場

で

あ

り

、

法

的

な

制

度

・
手

法

の

「
機

能
」

に

着

目

す

る

立

場

と

も

い
え

る

。

(
11
)

佐
藤
英
善

・
行
政
法
総
論
二
八
九
頁

(昭
五
九
)

(
12
)

今
村
成
和

・
行

政
法
入
門

(初
版
)

(昭
四

一
)

は
、
行
政
指
導
を
行
政
上

の
強
制
執
行

及
び
制
裁
と
と
も

に

「行

政
の
実
効
性

の
確
保
」
と

し

て
説
明
し

て
い
た
。
な
お
、
同

〔新
版
〕

(昭
五
〇
)
以
降
は
、
通
常

の
教
科
書
と
同
様
、
行
政
行
為
等
と
と
も

に
説
明
し

て
い
る
。

(
13
)

藤
原
淳

一
郎

「
行
政
過
程
」
金
子

開
広
岡

"
山
本
編

・
法
学
演
習
講
座

・
行
政
法
上
六
八
頁

(昭

四
九
)
が
整
理
し

て
い
た

よ
う

に
、
当

初
行

政
過
程
論

の
意
義
は
必
ず
し
も
明
確

で
は
な
く
、
そ

の
後
も
あ
る
程
度

の
議
論

の
蓄
積
が
あ

る
も

の
の
、
論
者

の
説
く
と

こ
ろ
に
は

ニ

ュ
ア

ン
ス

の
相
違
が
あ

る
よ
う

に
思
わ
れ

る
。
藤

田
前
出
註

(
3
)
参
照
。
そ

こ
で
、
以
下

の
位
置
づ
け
は
筆
者
な
り

に

「行
政
過
程
論
」

の
ね

ら

い
を
理
解

し
よ
う

と
し
、
そ

の
な

か
で

「行

政
手

段
論
」

「
行
為
形
式
論
」

の
意
義

に

つ
い
て
の
示
唆
を
引
き
出
し
た
も

の
で
あ
る
。
な
お
最
近

の
整

理
で

あ

る
、
塩

野

「行
政
過
程
」
現
代
行
政
法
大
系
第

二
巻

一
頁
以
下

(
昭
五
九
)

に
よ

る
と
行
政
過
程
論

の
意
義

に

つ
い
て
次

の
五
点

が
指

摘
さ
れ

て

い
る
。
①
行
政
過
程
論
議

は
、
従
来

の
行
政
法

の
枠
組

み
あ

る
い
は
考
察
方
法

で
は
不
十
分

で
あ

る
と

い
う

こ
と

か
ら
課
題
と
し
て
で
て
き

て

い
る
。
②

そ
こ
で
の
反
省

の
対
象

は
、
ま
ず
従
来

の
理
論

の
中
核

た
る
行

政
行
為
論

で
あ

る
。
③
従
来

の
行

政
行
為

論
は
、
公
法
私
法
二
元
論
を

背
景
と
し
、
ま
た

「
直
接

の
法

効
果
」
を

も
た
な

い
そ
の
他

の
行
為

形
式
を
視

野
の
外

に
置

い
て

い
た
。
④

従
来

の
行
政
法
学
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の

行
為
形
式
を
切
り
離
し
て
、
そ

の
法
的
性
格
を
論

ず
る

「
局
所

的
考

察
」

に
と
ど
ま
り
、
行
政
手

続
的
考
察

に
欠
け
る
と
こ

ろ
が
あ

っ
た
。
⑤
従

来

の
行
政
法
学
は
、
、
行
政
法
関
係
を

二
面

的
に
の
み
と
ら
え
る
傾
向
が
あ

っ
た
。
ま

た
、
塩

野
教
授
は
、
行
政
過
程
論
を

「
行
為
形
式
論
」

「法
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的
仕
組
み
論
」

及
び

「
行
政
手
続
論
」

を
包
括

す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え

て

い
る
。

園
部
逸
夫

「
行
政
手

続
」

岩
波
講
座

・
現
代
法
第

四
巻
九

六
頁

(昭
四

一
)
、
の
ち
に
、
同

・
行

政
手
続
の
法

理
四
頁

(昭
四

四
)

に
所
収

塩
野
宏

「
行
政
作
用
法
論
」

公
法
研
究
三
四
号
一
二

〇
頁

(昭
四
七
)

藤
田
宙

靖

・
行
政
法

総
論

〔新

版
〕

一
八
頁

(昭
六
〇
)

塩
野

・
前
出
註

(15
)
二

一
五
頁
注

(7
)

室
井
力
編

・
現
代
行

政
法

入
門

(1
)
二
八
○
頁
以
下

(昭
五
六
)

〔岡
村
周
執
筆
〕

藤
田

・
前
出
註

(16
)
及
び
原
田

・
行

政
法

要
論

〔全
訂
版
〕

(昭
五
九
)

も
同
様

の
傾
向
と

み
ら
れ
る
。

西
岡
久

靹
口
松
本
昌
悦
"
川
上
宏

二
郎

・
現
代
行

政
法
概
論

〔改
訂
版
〕

一
四
四
頁

(昭
五
七
)

〔
川
上
執
筆
〕

「
現
代
行
政
の
特
徴

と
し
て
の
行
政
機
能

の
拡
大

な

い
し
増
大
」
を
背
景
と

し
た

「行

政
手
段

の
多
様
化
、

更
に
は
行
政
の
法

的
行
為
形
式

の

多

様
化
」

が
ほ
ぼ
共
通
の
認
識
と

な

っ
て

い
る
な
か
で
、
次
第

に
、
「行
為
形
式
」

「行
為

類
型
」

「行

政
上
の
制
度
」

「
行
政
手

段
」

「
行
政
手
法
」

と

い
う
言
葉

の
使

い
わ
け
が
な
さ
れ
て
き

て

い
る
。

た
だ

、
こ
れ
ま
で
こ
れ
ら
の
言
葉

は
、
行

政
行
為
、
行
政

上
の
強
制
執

行
を

は
じ
め
、
行
政

立
法
、
行
政
契
約
、
即
時
強
制
、
行
政
調
査

、
行

政
計
画

、
行
政
指
導
等
を
論

じ
る
際

に
様

々
な

ニ

ュ
ア
ン
ス
を

も

っ
て
用

い
ら
れ
て
お
り
、
論

者
に
よ

っ
て
同
じ
言
葉
が
厳
密
に
同
じ
意
義
を
有
す

る
も

の
と

い
う
わ

け
で
は
な

い
。
筆
者

は
、
こ
の
点

に

つ
き

、
事

実
行
為

に
関
す
る
分
析
に

関
連
し

て
、

「行
為

形
式
」

と

い
う
言
葉
を
従
来
よ
り
も
限
定

さ
れ
た
場
合
に

の
み
用

い
、

そ
れ

で
カ
バ
ー
で
き
な

い
も

の
に

つ
い
て
は

「
行
為

類
型
」
あ
る

い
は

「
行
政
手

段
」

と

い
う

言
葉

で
表

現
す

べ
き

で
あ
る
と
論

じ
た
こ
と

が
あ

る
。
高
木

「行
政

上
の
事
実
行

為
と
行
政
の
行
為
形

式
論

(
一
～

四
完
)
」
九
五
巻
五
口
六
号

一
頁
、
九

一

一
〇
号

一
頁
、
九
六
巻

三
目
四
号
七

〇
頁
、
九
八
巻
五
一
六
号

一
頁

(昭
五
七

-
六
〇
)
(九

八
巻
五

一
六
号
三
四
頁
)

藤

田
前
出

註

(3
)
二

二
二
頁
は
、
行
政
過
程
論

の
有
力

な
主

張
者
と
し

て
原

田
教
授
を
あ
げ

て

い
る
。
原
田

「
行
政
過
程
と
司
法
審

査
」

(昭

四
七
)
及
び

「
行
政
事
件
訴
訟

へ
の
期
待
」

(昭
四
八
)
、

い
ず

れ
も
同

・
訴

え
の
利
益

(昭
五
二
)
所
収

に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
裁

量
統

制

の
法
理

か
ら

の
示
唆
が
示
さ
れ

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
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(
23
)

筆
者

は
、

「行
為

形
式
論
」
を
ド
イ

ッ
の

巳
①
零
ξ
Φ
<
象

=
碧
色
轟
ω
8
毒

窪

に
対

応
す
る
も

の
と
と

ら
え

て
い
る
。

た
だ
、
ド
イ

ツ
に
お

い

て
も
そ
れ
が
確
立
し
て

い
る
と

い
う

わ
け
で
は
な
く
、
方
法
論

的
な
厳
密

さ
を
も

っ
て
論

じ
て

い
る
も
の
を
筆
者

な
り
に
再
構
成
し
た
も

の
と

い

う

の
が
よ
り
正
確
で
あ
ろ
う
が
、
こ

の
場
合

「
行
為
形
式
」

は
行

政
過
程
を

分
析

的
に
考
察

し
、

い
わ
ば

ミ
ク

ロ
の
レ
ベ

ル
ま
で
分
解
し

て
個

々

の
行
為

を
と

ら
え

て
語
ら

れ
る
。
そ

し

て
、
そ

れ
が
、
「
法

的
行
為
形
式
」

で
あ

る
こ
と
、

つ
ま
り

「行

為
形
式

論
」

が

「法

形
式
論
」

(岳
Φ

零
ξ
の
<
8

留

3
巨

o
§

雪
)

の

一
部
で
あ
る
こ
と

は
、
次

の
こ
と
を
意
味
す

る
。

つ
ま
り
、
「
行
為

形
式
」

「組

織
形
態
」

「
制
度
」
を
含
む

「
法

形
式
」
と

は
、
行

政
活
動
を
法
的
に
考
察

す
る
場
合
に
意
味
を

も

つ
単
位

に
ほ
か
な
ら
ず

、
「
行
為
形
式
」
と
は
、
行
政
活

動
の
あ

る
局
面
を

「
行

為
」
概
念
で
と
ら
え
た
場
合
に
、
そ

の

「行
為
」

に
与
え

ら
れ
る
法

的
規
律

の
総
体

が
、
そ
の
当
該
行
為

の
具
体

的
内

容
と
は
か
か
わ
り
な
く
、

共
通

の
も

の
で
あ

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し

て
、
そ

の
法
的
規
律
に
は
、
「権

限
」

(ど
の
よ
う

な
機

関
が
そ

の
行
為
を
な
す
権
限
を
有
す

る
か
)

「
手
続
」

(そ

の
行

為
を
な
す
た
め

に
は
ど

の
よ
う

な
手

続
が
必
要
と
さ
れ
る
か
)
「
法
効
果
」

(
そ
の
行
為

に
よ

っ
て
実
体
法
上
ど

の
よ
う

な
権

利
義
務
が
発
生
す

る
か
、
そ

の
効
果
が
誰
に
及
ぶ
か
)
「
争
訟
形
態
」

(そ

の
行
為
を
争
う

に
は
ど
の
よ
う

な
法
的
手
段
が
認
め
ら
れ
る
か
)
な
ど
、

様

々
の
も

の
が
想
定
し
う
る
。
こ
れ
ら
考
え

う
る
法
的
規
律

の
す

べ
て
に

つ
き
同

一
の
取
り
扱

い
が
な
さ
れ
る
場
合

に
は

「
行
為
形
式
」
は
非
常

に
明
確
な
内
容
を
も

つ
も

の
と
な
り
、
あ
る
行
政
活
動
に
ど

の
よ
う

な
法
的
規
律

が
及
ぶ
か
を

み
る
た
め
に
は
、
そ
の

「行

為
形
式
」

に
あ
て
は

ま

る
か
を
み
れ
ば
よ

い
こ
と
に
な
ろ
う
。
か
く
し
て
無
限
の
バ
リ

エ
ー
シ

ョ
ン
を

有
す

る
行

政
活
動
を
法

的
に
把
握

す
る
と

い
う

作
業
が
容
易
と

な
り
、
「
行
為
形
式
論
」
は

「
複
雑
性
縮
減
機
能
」

を
果
す
の
で
あ
る
。

し
か

し
な
が
ら
、
当
該
行
為

の
具
体
的
内
容
と

は
か
か
わ
り
な
く
共
通

の
法
的
規
律
を
も
た

ら
す

た
め
に
は
、
「
行
為
形
式
」

の
メ
ル

マ
ー
ク

は
あ

る
程
度
抽
象
的
な
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
従

っ
て
、
さ
き

に
あ

げ
た
考
え
う

る
す

べ
て
の
法

的
規
律
を

「
行
為

形
式
」

の
要
件
"
効

果
と
す

る
こ
と
は
合
目
的
的

で
な

い
こ
と
も
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
場
合

に
よ

っ
て
は
、
例
え
ば

「手
続
」
と

い
う

要
素

を
除
外

し
、
実
体
法
上
、
訴

訟
法
上

の
扱

い
を
同
じ
く
す
る
も

の
を

「
行
為
形
式
」
と
し
て
想
定

す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
あ

ま
り

共
通

の
法
的
規
制
を
単
純
な

も

の
と
す

る
と
、
「
行
為
形
式
」
に
あ

て
は
ま
る
と

い
う
判
断
か
ら
得
ら
れ
る
成

果
が
小
さ
な
も
の
と
な
る
。
例
え
ば

、
「争

訟
形
態
」

の
み
を

メ

ル
ク

マ
ー

ル
と
し

て

「行
為
形
式
」
を
語

る
の
で
は
、
「行

政
の
行
為
は
、
処
分
と
処
分

で
な

い
も
の
に
分
け
ら
れ
る
」
と

い
う

こ
と

に
な
り
か
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ね
ず

不
十
分

で
あ

ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か

ら
す

る
と
、
「
行
政
行
為
」
を

「
行
為
形
式
」

の
典
型
的

な
も
の
と

み
る
場
合

に
は
、
行

政
行
為

の
概
念
規
定

は
、
行
政

行
為

の
訴
訟
法
上

の
機
能

の
み
な
ら
ず
、
実
体
法
上
、
手
続
法
上

の
機
能
を
も

に
ら

ん
で
な
さ

れ
る
べ
き

で
あ

ろ
う

。
高
木

「
訴
え

の
利
益
論

の

再
検
討
」
神
戸
法
学
雑
誌

三
五
巻

二
号

四

一
一
頁

(昭
六
〇
)
参
照
。

つ
ま
り
、
行
政
行
為

の
概
念
規
定

に

つ
い
て
は
、
訴

訟
法

的
方
法
と
実
体

法
的
方
法

の
両
者
が

み
ら
れ
、
ま
た
、
ど
ち
ら
か
が
正
し
く
ど
ち
ら
か
が
誤
り

で
あ

る
か

の
よ
う
な
議
論

が
な

さ
れ
る
場
合

も
あ
る
が
、
む
し

ろ

「行

政
行
為

は
実
体
法
と
訴
訟
法

(手
続
法
)
の
交
錯

す
る
と

こ
ろ
に
位

置
す

る
」
と

い
う

こ
と
を
素
直

に
認
め
て
も
よ

い
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

乙
部
哲
郎

「行
政
行
為

の
観
念
と
種
類
」
現
代
行
政
法
大
系
第

二
巻
九

一
頁

(昭

五
九
)
参
照
。

(24
)

も
ち

ろ
ん
、

ド
イ

ツ
に
お

い
て
も

「
法
現
象

の
動
態
的
考
察
」
と

い
う
志
向
を

は
じ
め
様

々
の
発
想
が
随
所

に
認

め
ら
れ
、
そ
の
背
景
が
何

で

あ

る
か
に

つ
い
て
は
評
価
が
分
か
れ

る
と

こ
ろ
で
あ

る
。
藤

田

・
行
政
法
学

の
思
想
形
式
三
頁
以

下

(昭

五
三
)
参

照
。
ま
た
、
伝
統
的
行
政
行

為
論

の
負
担
過
重
を
解
消
す

る
た

め
に
行
政

の
行
為
形
式
論
が
展
開
し

て
き
た

こ
と

に

つ
き
、
高
木
前
出
註

(21
)

(三
)

国
家

学
会

雑
誌
九
六
巻

三
旺
四
号
七

〇
頁
以

下

(昭

五
八
)
。
行
政
法
学
方
法
論
を
扱

っ
た
近
時

の
ま
と
ま

っ
た
も

の
と
し

て
、

≦
,
ζ
2
①
『
出
8
§

磐
P

ζ
①9
a
2
薯
弩
α
①
=
p
α
震

く
①
毫

巴
9
轟
ω
お
9
房
&
誘
窪
ω
3
臥
け
這

o。
一
が
あ
る
。
山

下
淳

〔紹
介
〕

国
家
学
会

雑
誌

九
五
巻

三
"
四
号

=

一九
頁

(昭

五
七
)
参
照
。
そ

し
て
、

こ
れ
ら

の
う
ち

ア
メ
リ
カ
に
み
ら

れ
る
よ
う
な
発
想
を
す

べ
て
を

「
ア

メ
リ
カ
的
」

と
評
す
る
こ
と

に
は
当
然
疑

問
も
あ

る
。

一一一

強
制

行
政
上
の
強
制
執
行
と
即
時
強
制

(即
時
執
行
)
を
あ
わ
せ
て

「行
政
強
制
」
と
す
る
場
合
に
は
、
「強
制
」

の
概
念
が
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
。

へめ
ニ
め
り

「行
政
強
制
」
に
つ
い
て
は
、
十
年
余
以
前
に
ジ

ュ
リ
ス
ト
に
連
載
さ
れ
、
そ
の
後
別
冊
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
、
そ
こ

-
で
様
々
な
観
点
か
ら
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
二
で
指
摘
し
た
、
「
行
政
の
実
効
性
確
保
の
手
法
」
の
グ
ル
ー
ピ

ン
グ
に
つ
い
て
の
二
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つ
の
方
向
の
意
義
に

っ
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ハぴ
　

即

ち

、

一
つ

の
方

向

は

、
「
強

制
」

の
概

念

を

手

が

か

り

に

グ

ル

ー
ピ

ン
グ

を

す

る
も

の

で
あ

り

、
「
強

制

概

念

の
拡

大

」
に

よ

っ
て

「
古

典

的

」

な

も

の
を

中

核

と

し

つ

つ
、

「
現
代

的

」

な

様

々

の
手

法

を

そ

の
周

辺

部

に
位

置

づ

け

る
も

の
と

い
え

る

。

つ
ま

り

、

「
強

制

」

の

概

念

を

「
実

力

行

使

」

と

い
う

よ

う

に

せ

ま

く

解

す

る

の
で

は

な

く

、

「
間

接

的

な

強

制

」

を

も

含

む
と

す

れ
ば

、

「
行

政

強

制

」

に

は
含

・

め

ら

れ

て

こ
な

か

っ
た

「
行

政

罰

」

を

包

含

し

う

る

の
み

な

ら

ず

、

「
水

攻

め
」

「
公

表

」

等

に

も

連

続

し

う

る

と

い
う

立

場

で
あ

る

。

し

か

し

、

こ

の
立

場

に

対

し

て
は

、

あ

ま

り

に

も

「
強

制

」

の
概

念

が

拡

大

さ

れ

す

ぎ

る

、

例

え

ば

「
公

表

」

に

つ
い

て

「
間

接

的

」

に
せ

よ

「
強

制

」

と

い
う

言

葉

は

不

自

然

で

あ

る

と

の
反

論

が

予

想

さ

れ

る

の
で

あ

っ
て
、

対

案

と

し

て
第

二

の
方

向

が

示

さ

れ

る
。

即

ち

、

い
ま

一
つ
の
方

向

は

、

「
義

務

」

の
概

念

を

手

が

か
り

と

す

る
も

の

で
あ

り

、

「
義

務

の
履

行

」

が

直

接

的

に
め

ざ

さ

れ

る
強

制

ハ　

執
行
を
中
核
と
し
、
「義
務
違
反
」
に
対
す
る

「制
裁
」
を
周
辺
部
に
位
置
づ
け
る
も
の
と

い
え
る
。

つ
ま
り
、
「行
政
上
の
義
務
履
行
確

保
」
と
い
う
と
ら
え
方
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「行
政
罰
」
に
連
続
し
て

「水
攻
め
」
「公
表
」
等
が
よ
り
自
然
に
包
含
さ
れ
る
と

い
う
立

場
で
あ
る
。

ハめ
ソ

、
他
方
、
こ
の
立
場
に
対
し
て
は
、
「義
務
の
履
行
を
強
制
す
る
も
の
で
は
な

い
」
と
説
明
さ
れ
て
き
た

「即
時

強
制
」
が
切
り
離
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
が
、
例
え
ば
医
事
衛
生
法
関
係
の
規
定
や
、
外
国
人
の
退
去
強
制
の
例
の
よ
う
に
、
「直
接
強
制
」
と

「即
時
強
制
」
は

解
釈
上
必
ず
し
も
明
確
に
区
別
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
立
法
に
お
い
て
も
互
換
性
が
あ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
点
が
問
題
と
さ

　リ
ズ
む
ズ
ぬ
レ

れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
二
つ
の
方
向
の
問
題
点
を
ふ
ま
え
て
、
塩
野
教
授
は
、
こ
の
二
つ
を
二
者
択

一
の
関
係
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
次
元

ハお
　

の
異
な
る
も
の
と
と
ら
え
る
と
い
う
解
決
策
を
示
唆
し
て
い
た
。

〔行
政
法
学
上
の
行
政
強
制
論
は
、
実
は
、
従
来
か
ら
二
つ
の
局
面
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
つ
は
、
私
人
に
認
め
ら
れ
な

い
行

政
活
動
に
お
け
る
実
力
行
使
の
契
機
に
着
目
し
た
法
的
検
討
、
い
い
か
え
れ
ば
、
行
政
の
実
力
行
使
の

一
般
理
論

の
場
で
あ
り
、

い
ま

一
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つ
は
、
国
家
の
権
利
の
実
現
の
た
め
の
総
合
的
な
制
度
を
考
察
す
る
場
で
あ

っ
た
。〕

〔伝
統
的
な
行
政
強
制
論

の
一
一つ
の
局
面
は
こ
れ
を

分
離
さ
せ
る
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
を
よ
り
明
確
に
す
る
所
以
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
行
政
活
動

に
お
け
る
実
力
行
使
の
モ
ー
メ
ン
ト
は
、
こ
れ
を
行
政
の
行
為
類
型
論
の

一
部
に
位
置
づ
け
、
行
政
調
査
及
び
国
家
の
権
利
実
現
の
諸
制

度

(こ
の
内
部
は
さ
ら
に
、
従
来
の
即
時
強
制
か
ら
行
政
調
査
を
除
外
し
た
も
の
、
行
政
上
の
強
制
執
行
、
課
徴
金
等
の
新
た
な
手
法
、

行
政
罰
等
に

一
応
分
か
つ
こ
と
が
で
き
る
)
は
、
行
為
類
型
論
と
は
別
の
行
政
上
の
制
度
と
し
て
体
系
化
す
る
と

い
う
具
合
に
で
あ
る
。〕

こ
の
点
を
、
筆
者
の
理
解
で
補
足
す
れ
ば
、
行
政
強
制
と
い
う
グ
ル
ー
ピ

ン
グ
は
、
「行
政
上
の
制
度
」
の
説
明
と
し
て
よ
り
も
、
行

為
類
型
の
説
明
と
い
う
側
面
を
有
し
て
い
る
。
そ
こ
で

「
強
制
」
の
概
念
は
、
行
為
類
型
の
分
類
と
し
て
用
い
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
直
接
強
制
と
即
時
強
制
は

「法
的
仕
組
み
」
と
し
て
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
が

(両
者

の
区
別
は
行
政
手
続
と
い

へ
む

い

う
観
点
を
い
れ
る
と
明
確
に
な
る
)
、
行
為
類
型
と
し
て

「事
実
行
為
」
で
あ
り
、
か

つ
そ
の
な
か
で

「物
理
的
」
か
つ

「
強
制
的
」
な

も
の
で
あ
る
点
で
共
通
点
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
「国
家
の
権
利
実
現
」

の
た
め
の
様
々
な
仕
組
み
と
い
う
視
点
が

「行
政
上
の
制
度
」

の
説
明
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
私
人
の
側
か
ら
み
て

「国
家
に
対
し
て
負
う
義
務
の
履
行
」
即
ち
、
「行
政
上
の
義
務
履
行
確
保
」
と
い
う
こ
と

と
同
義
で
あ
る
か
に
み
え
る
が
、
即
時
強
制
を
も
包
含
す
る
た
め
に

「義
務
」
と
い
う
概
念
を
注
意
深
く
避
け
て

い
る
点
が
ポ
イ
ン
ト
で

へ
あ

い

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
行
政
法
の
理
論
体
系
と
い
う
観
点
か
ら
留
意
を
要
す
る
の
は
、
行
政
上
の
強
制
執
行
と
行
政
罰
を
あ
わ
せ
て
行
政
上
の
義
務
履

行
確
保
の
法
制
を
論
ず
る
こ
と
自
体
は
、
旧
来
か
ら
も
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
明
治
憲
法
時
代
の
行
政
法
学
に
は
、
今
日

一
般

に
用
い
ら
れ
て
い
る
行
政
強
制
と
い
う
包
括
的
な
概
念
は
な
く
、
行
政
上
の
強
制
執
行
の
み
が
行
政
法
の
総
論
で
と
り
あ
げ
ら
れ
、
即
時

へみ
マ

強
制

(直
接
制
限
と
も
い
わ
れ
た
)
は
、
各
論
と
し
て
の
警
察
法
で
論
じ
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
点
は
、
行
政
法
の
総
論
に
お
け
る

「行
政
行
為
中
心
主
義
」
の
反
映
と
い
う
側
面
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
「行
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政
上
の
義
務
履
行
確
保
」
と
い
う
も
、
そ
の
関
心
の
中
心
は
、
「行
政
行
為
に
よ

っ
て
課
せ
ら
れ
た
義
務
の
履
行
確
保
」
に
あ
り
、
法
律

↓
行
政
行
為
↓
強
制
執
行
と
い
う

「
三
段
階
モ
デ
ル
」
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
行
政
行
為
が
介
在
せ
ず
に
、
い
き
な
り
実
力

行
使
が
で
て
く
る

「即
時
強
制
」
は
法
治
国
の
例
外
的
現
象
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
あ
る
特
定
の
行
政
領
域
に
お
い
て
の
み
認
め
ら

れ
る
も
の
に
と
ど
ま
り
、

一
般
的
な
も
の
と
し
て
は
認
知
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
行
政
の
行
為
形
式
論
と
い
う
見
地
か
ら

へ
の

り

は
、
事
実
行
為
、
更
に
は
行
政
行
為
以
外
の
行
為
形
式
の
適
切
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
て
、
「強
制
」
の
概
念
が
む
し
ろ
行
為
類
型
の
説
明
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
こ
と
は
、
「制
度
」
と
し
て

「行
政
上
の
強
制
執
行
」
を

説
明
す
る
場
合
に
も
、
そ
の
概
念
に
こ
だ
わ

っ
て
説
明
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
も
意
味
し
よ
う
。

つ
ま
り
、
従
来

「行
政
上
の

強
制
執
行
」
と
し
て
説
明
さ
れ
て
き
た
も
の
の
な
か
に

「実
力
行
使
の
モ
ー
メ
ン
ト
に
忠
実
な
強
制
の
概
念
」
に
は
あ
て
は
ま
ら
な

い
も

　　

ロ

の
が
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

「制
度
」
の
な
か
に
異
質
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
の
根
拠
と
は

み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
制
度
と
し
て
の

「行
政
上
の
強
制
執
行
」
は
、
「実
力
行
使
」
と

い
う
側
面
か
ら
で
は
な
く
、
む
し
ろ
結
果
な

い
し
目
的

と
し
て
の

「行
政
上
必
要
な
状
態
」
と
い
う
側
面
か
ら
出
発
し
て
説
明
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
な
る
。

「行
政
上
必
要
な
状
態
を
実
現
す
る
」
と
い
う
見
地
か
ら
み
る
と
、
代
執
行
及
び
直
接
強
制
は
、
ま
さ
に
そ
の
状
態
を

ス
ト
レ
ー
ト
に

実
現
す
る
点
で

「直
接
的
」
と

い
え
る
が
、
執
行
罰
に
お

い
て
は
、
相
手
方
に
心
理
的
圧
迫
を
加
え
る
と

い
う
点

で

「間
接
的
」
な
も
の

　
ズ
　

に

と

ど

ま

っ
て

い
る

。

と

こ

ろ
が

何

ら

か

の
媒

介

を

経

て
、

「
行

政

上

必

要

な

状

態

を

実

現

す

る
」

と

い
う

意

味

で

「
間
接

的
」

で

あ

る

と

い
う

点

で

は

、

執

行

罰

も

、

行

政

罰

も

共

通

性
を

有

す

る

。

そ

こ

で
、

か
た

や

「
強

制

執

行

」

の

一
種

、

か

た

や

「
制

裁

」

の

一
種

と

し

て

そ

の
間

に

一
線

ハね
ソ

を
画
す
る
意
味
が
ど
こ
ま
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
必
要
が
で
て
く
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
即
時
強
制
は
、
遵
守
を
促
し
た
の
ち
に
実
力
を

行
使
す
る
直
接
強
制

・
代
執
行
と
比
較
す
る
と
行
政
行
為
と

い
う
媒
介
を
経
な
い
と

い
う
意
味
で
、
更
に

「直
接
的
」
な
も
の
と
説
明
で
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き

る

で
あ

ろ
う

。

な

お

、
行

政

調
査

と

い
う

カ

テ

ゴ

リ

ー

は

、

即

時

強
制

と

い
う

カ

テ
ゴ

リ

ー

か

ら

分

離

独

立

す

る

形

で

つ
く

り

だ

さ

れ

、

近

時

の
行

政

怯

の
教

科

書

で
定

着

し

つ

つ
あ

る

が

、

そ

の
位

置
づ

け

に

つ

い
て

は

や

や

問

題

が

残

っ
て

い
る

と

思

わ

れ

る

。

と

い
デ

の

は
、

即
時

強

制

の

分

析

の
な

か

で
直

接

明

ら

か

に

さ

れ

た

の
は

、

「
強

制

」

の

概

念

を

「
直

接

的

な

」

あ

る

い
は

物

理

的

な

も

の

に

限

定

す

る
と

き

、

そ

れ

に
あ

て

は
ま

ら

な

い
も

の
が

あ

る
、

と

い
う

こ
と

、

つ
ま

り

例

え

ば

所

得

税

法

に
基

づ

く

調
査

は

即

時

強

制

で
は

な

い
と

い
う

べ
き

で

あ

る
、

と

い
う

消

極

的

な

命

題

に
と

ど

ま

る

の

で
あ

る
。

そ

こ

で
、

問

題

は

そ

の
先

に
あ

り

、

そ

れ

で

は

、

あ

る

行

政

決

定

に

先

だ

っ
て

情

報

を

収

集

す

る
と

い
う

活

動

を

、
理

論

上

ど

う

位

置

づ

け

る

か

と

い
う

こ
と

に
な

る
。
そ

の
際

情

報

収

集

一
般

と

ひ

ろ
く

と

ら
え

る

と

、

そ

の
な

か

に

は

、

行

政

上

の
義

務

履

行

確

保

な

い
し

制

裁

、

あ

る

い
は

行

政

上

必

要

な

状

態

の
実

現

と

い
う

グ

ル

ー
ピ

ン
グ

に

は

あ

て
は

ま

り

き

れ

な

い
も

の
が

は

い
る

が

、
行

政

調
査

を

ひ

と

つ

の
行

為

類

型

と

い
え

る

か

と

い
う

と

、
こ

れ

に

つ

い

て
も

疑

問

が

で

て

こ

よ
う

。

結

局

、

行

政

が

情
報

を
収

集

す

る

と

い
う

点

に

着

目

し

て

「
行

政

調

査
」

と

い
う

カ

テ
ゴ

リ

ー
を

た

て

る
場

合

に

は
、

そ

れ

は

、

行

為

形

式

と

か

強
制

の
有

無

に

つ

い
て

は

中

立

的

で
あ

る
と

い
う

べ
き

で
あ

ろ
う

。

つ
ま

り

、

即

時

強

制

と

行

政

調

査

と

い
う

概

念

は
相

互

排

他

的

な

も

の
で

は

な
く

、
次

元

の
異

な

る
も

の
と

考

え

る

ほ
う

が
自

然

で
あ

り

、

即
時

強
制

の
な

か

に

は

、

行

政

調

査

に
あ

た

る
も

の

も
あ

る

が

、
行

政

調

査

に

は
強

制

の
契

機

を

含

ま

な

い
も

の
も

あ

る
と

説

明

し
う

る
。

こ

の
よ
う

に
考

え

る

と

、

行

政

調

査

の
適

切

な

位

置

づ

け

の

た

め

に

は
、

情

報

収

集

あ

る

い
は
よ

り

ひ

ろ
く

情

報

の
管

理

と

い
う

視

点

が
う

か

び
あ

が

る
行

政
活

動

の
分

類

基

準

が

必

要

と

な

る

の

で
あ

る
。

筆

者

は

こ
れ

を

「
行

政

手

段

論

」

が

果

し
う

る
と

考

え

る
が

、

こ
れ

に

つ

い
て

は
、

五

で
扱

う

こ
と

に

し

た

い
。

(
25
)

「
研
究
会

・
行
政
強
制
」
ジ

ュ
リ
ス
ト
五
七

四
か
ら

五
九
九
号

(昭

四
九
i

昭

五
〇
)

(
26
)

ジ

ュ
リ
ス
ト
総
合
特
集

・
行
政
強
制

(昭

五
二
)

(
27
)

塩
野

「
「行

政
強
制
」
論

の
意
義
と

限
界
」
前

出
註

(26
)
七
頁
は
、
強
制

の
概
念

の
拡

大
論
者
と
し

て
広
岡
教
授

を
あ
げ
る
。
そ

こ
で
引

用
さ

れ

て
い
る
の
は
、
広
岡
隆

・
ジ

ュ
リ
ス
ト
法

学
教
室

〔第
一
一期
〕

六
号
九
七
頁

(昭
四
九
)

で
あ

る
。
他
方

、
広
岡
教
授

の
研
究
会

で
の
発
言
は
、
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(28

)
313029

(
32
)

3433(35
)

3736(
38
) む

し
ろ

「
強
制
」
と

い
う

概
念
に
替
え

て
、

「
サ
ン
ク
シ

ョ
ン
」

と
か

「
実
効
性

の
確
保
」
と

い
う

概
念

で
広
く
と

ら
え

よ
う
と

い
う

ニ
ュ
ァ

ン

ス
で
あ
る
。
広
岡

・
前

出
註

(26
)
一
七
四
頁
。
畠

山

・
前

出
註

(5
)
三
九
二
頁
注

(71
)
参
照
。

今
村

・
前
出
註

(12
)
一
四

一
頁
。
磯
野
弥
生

「
行
政
上
の
義

務
履
行
確
保
」
現
代
行
政
法
大
系
第

二
巻

二
二
七
頁
以

下
。

田
中
利
幸

「行

政
と

刑
事

制
裁
」

同
二
六
三
頁
以
下
参

照
。

広
岡
隆

「
即
時
執
行
」
同

・
二
九
三
頁
参

照
。

小
高

・
前
出
註

(6
)
二
五
四
頁
。
広
岡

・
前
出
註

(29
)
二
九
七
頁
参
照
。

な
お
例
え
ば
、
性
病
予
防
法

二

条

の

「
強
制
検
診
」

に

つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
実
力
行
使
を
認
め

て
い
る
の
か
も
明
確

で
は
な

い
。

小
高

.

前
出
註

(6
)
二
五

四
、

二
五
七
頁
参
照
。

ま
た
、
更
に
、
即
時
強
制
に
対
す
る
不
服
従

(義
務
違
反
)
に

つ
い
て
も

「
行
政

の
実
効
性
を
確
保
す

る
た
め

の
手
段
」
と

し
て

「制

裁
」

を

課
す
と

い
ヶ

説
明
を
す

る
場
合

に
は

(今
村

・
前

出
註

(
12
)
一
四

一
頁
)
、
即
時
強
制
自

体

の
み
が
、
別

の
取
扱

い
を
う
け
る

(行
為
類
型
論

の

と

こ
ろ
で
説
明
さ
れ
る
)
、こ
と

に
な
り
、
体
系
上

の
位
置
づ
け

の
不
自
然
さ
が
目
だ

つ
こ
と
に
な

る
。

塩
野

・
前
出
註

(
27
)
五
頁
。

村
上
義
弘

睦
東
條
武
治
編

・
行
政
法
と
現
代
社
会

(昭

五
七
)

八

一
頁
以
下

〔村
上
執
筆
〕
は
、
単
純
事
実
行
為
と
行

政
法

上
の
事

実
行
為
を

ま
ず
分
類
し
、
さ
ら

に
後
者
を
強
制
力

の
な

い
事
実
行
為
、
間
接
強
制
さ
れ

る
事
実
行
為
、
実
力

で
強
制

さ
れ
る
事
実
行

為
に
分
類
し
て

い
る
。

「行
政
上

の
義
務
履
行
確
保
」

に
か
え

て

「
行
政

の
実
効
性

の
確
保
」
と

ひ
ろ
く
と
ら
え

る
視
点

は
、
今
村

・
前
出
註

(12
)
に
も
既
に
示
さ
れ

て

い
る
と
評
価

で
き

る
。
畠
山

・
前
出
謹

(
5
)
三
九

二
頁
注

(
71
)

塩
野

・
前

出
註

(27
)
五
頁
。

事
実
行
為
を

一
つ
の
行
為
形
式
と
呼
ぶ

こ
と

に
は
留

保
が
必
要
で
あ
る

こ
と

に

つ
き

、
高
木

・
前
出
註

(
21
)

(三
)

国
家

学
会

雑
誌
九
六
巻

三
ー

四
号
九
五
頁
以
下
、

(四
完
)

九
八
巻
五
旺
六
号
七
頁
参

照
。

例
え
ば

、
塩
野

・
前
出
註

(27
)
八
頁
注

(
2
)
は
、
次

の
よ
う
に
説
明
し
て

い
る
。

〔「
実
力
行
使
」
と

い
う

モ
ー
メ
ン
ト
は
、
相
手
方

の
抵
抗
を
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(39
)

(40
)

(41
)

排

除
し
て
必
要
な
状
態

を
実
現
す
る
と

い
う

こ
と
を
、
そ
の
中
核
と

し
て

い
る
。

つ
ま
り

、
行

政
上
の
強
制
執
行

の
手

段

の
う

ち
、
代
執
行
及
び

直
接
強
制
は
相
手

方
の
意
に
反
す
る
実
力

の
行
使

の
観
念

に
最
も
適
合
的

で
あ

る
が
、
執
行
罰

は
、
行

政
機

関
に
よ
る
強
制
徴
収
権
が
存

在
し

て

い
る
限
り
に
お

い
て
な
お
、
行
政
強
制
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
包
摂

さ
れ
う

る
が
、

通
常

の
質

問

・
検
査

ゆ
立
ち

入
り
等

、
罰
則
に
よ
る
担
保
が
あ
る

の
み

で
は

「
強
制
」

と
は

い
い
が
た

い
。
〕

こ
れ
は
、

「
間
接

強
制
」
は
概
念
上
は

「
強
制
」

の

一
種
と

は
な

っ
て

い
る
が
、
「
実
力
行
使

の

モ
ー

メ
ン
ト

に
忠
実

な
強
制
の
概
念
」

に
は
含
ま
れ
な

い
と

い
う
趣
旨

で
あ

ろ
う

。

つ
ま
り
、
裁
判
所

の
判
断

を
仰
が
ず
に
、
「
人

の
身
体

又
は
財
産

に
手
を
か
け
る
」

と

い
う

の
が
行
政

強
制

の
イ

メ
ー
ジ
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

な
お
、
塩
野
教
授

の

「
国
家

の
権
利

の
実
現

の
た
め
の
総
合
的
な
制
度
」

は

「
行
政
目
的

の
現
実
的
実
現

の
た

め
の
総
合
的

な
仕
組

み
」

と
も

い
い
か
え

る
こ
と

が
で
き

よ
う

。

藤
田

・
行
政
法
総
論

一
八
八
頁
以
下

(昭
五
五
)
新
版

二
〇

二
頁
以
下

(昭
六
〇
)
は
、
「
間
接

的
強
制
制

度
」
と

い
う
ま
と

め
方

で
、
行

政
罰

、

公
租

・
公
課
.
(延
滞
税

・
加
算

税
、
課
徴
金
)
、
公
表
、
諸
手
段

の
転

用

(授
益

的
行
為

の
撤
回
、
公
務
執
行
妨
害

罪
、
サ
ー
ビ

ス
の
拒
否
等
)

を

説
明
し
て

い
る
。

「制

度

の
具
体
的
機
能

」
と

い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
「
強
制
」
と

い
う
観
念

は
よ
り

ひ
ろ
く

「
事
物

の
性
質
上
、

必
然

に
近

い

(あ

る
い
は

相
当

の
)
確
率

で
必
要
な
状
態

の
実
現

に
向
か
う
」
と

い
う
意
味
に
な
る

で
あ

ろ
う
。
そ

の
場
合
に
は
、
経
験
科
学
的
な
意
味

で
の

「
強
制
」
と

し
て
、
経
済
的
強
制
、
社
会
的
強
制
、
技
術
的
強
制
な
ど
が
想
定
し
う
る
。

こ
の
う
ち

、
「
経
済
的
強
制
」
は
近
時

ア
メ
リ
カ
的
発
想
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る

「
経
済
的
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」
の
う
ち

、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
か

つ
、

実
効
性

の
高

い
も

の
と

い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。

罰
則

や
不
利
益
を
課
す

こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が
目
的
で
は
な

い
と
す
る
と
、
そ
れ
が
、
本
来

の
目
的
達
成

に
と

っ
て
、
ど

の
程

度

の
実
効
性
を

も

っ
て

い
る

の
か
と

い
う
点
か
ら
評
価

さ
れ

る
必

要
が
あ

る
。
「
罰
則
に
よ
る
担
保

の
み
で
は
強
制
と

は

い
え

な

い
」
と

い
う
命
題

は
、
強

制

の

概
念
規
定
か
ら
立

て
ら
れ

る
場
合
に
は
、
価
値
中
立
的
な
も

の
で
あ

ろ
う

が
、
「行

政
の
実
効
性
確
保
と

い
う
観
点

か
ら
不
十
分

な
も
の
で
あ

る
」

と

い
う

こ
と
を
含
意
し

て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
全
体
と
し
て
の
実
効
性
確
保

の
仕
組

み
を
以

下
に
デ
ザ
イ

ン
す

べ
き

か
と

い
う
立
法
論

な

い
し
法
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政
策
論

に

つ
な
げ

ら
れ
る
べ
き
も

の
と

い
う

こ
と
が

で
き
る
。

四

制
裁
な
い
し
サ
ン
ク
シ
ョ
ン

「行
政
上
の
義
務
履
行
確
保
」
と
い
う
グ
ル
ー
ピ

ン
グ
、
と
り
わ
け
行
政
上
の
強
制
執
行
と
行
政
罰
と
を
あ
わ
せ
て
行
政
の
義
務
履
行

確
保
の
法
制
を
論
じ
る
こ
と
が
、
明
治
憲
法
下
の
行
政
法
学
に
み
ら
れ
た
こ
と
は
既
に
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
「現
代
行
政
に
お
け
る

行
政
手
段
な
い
し
行
政
手
法

の
多
様
化
」
に
関
連
し
て
こ
の
よ
う
な
と
ら
え
方
が
再
度
注
目
を
あ

つ
め
る
こ
と
に
な

っ
た
の
は
、
「行
為

ゑ

　

形
式
」
よ
り
も
、
「機
能
」

の
共
通
性
に
着
目
す
る
考
察
方
法
の
有
用
性
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

よ
う
な
考
察
方
法
の
変
化
の
背
景
に
は
、
筆
者
の
推
測
す
る
と
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
的
な
発
想
が
背
景
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
新

へお
り

た
な
整
理
を
示
し
、
近
時
に
至
る
ま
で
の
議
論
の
契
機
と
な

っ
た
も
の
と
し
て
今
村
教
授
の

「行
政
法
入
門
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
こ
の
初
版
は
昭
和
四

一
年
に
出
版
さ
れ
、
行
政
罰
、
行
政
処
分
を
包
含
し
て

「行
政
制
裁
」
と
い
う
類
型
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

ハお
ニ
お
　

ハれ
　

英
語
で
ω目
&
自
と

い
う
場
合
に
は
、
需
5
ξ

の
み
な
ら
ず
我
国
で
い
う

「監
督
処
分
」
更
に
は
授
益
の
拒
否

等
を
ひ
ろ
く
含
む
も

の

で
あ
る
か
ら
、
自
然
な
発
想
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ハむ
り

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な

「機
能
」
に
着
目
し
た
考
察
方
法
は
遠
藤
教
授

の

「融
合
」
論
文
に
も
色
濃
く
み
ら
れ
る
。

〔現
代
国
家
に
お
け
る
行
政
機
能
の
拡
大
、
行
政
事
務
の
増
大
は
、
当
然
に
行
政
権
限
の
増
大
と
行
政
手
段

の
多
様
化
を
も
た
ら
す
。〕
〔行

政
権
限
の
増
大
と
行
政
手
段
の
多
様
化
は
、
行
政
の
も
と
に
お
け
る
行
政
手
段
の
適
当
な
る
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
新
た
な
る
行
政
機

能
を
創
出
す
る
と
い
う
現
象
を
生
み
出
す
に
い
た

っ
た
。〕

さ
て
、
二
で
み
た

「義
務
」
の
概
念
を
手
が
か
り
と
し
た
第
二
の
方
向
は
、
「義
務

の
履
行
を
確
保
す
る
」
機
能
を
有
す
る
も
の
を
総

合
的
に
考
察
す
る
と
い
う
意
味
で

「機
能
的
」
な
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
を
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
の

「機
能
」
と
し
て

「制
裁
」
の
観

な

　

念
を
手
が
か
り
と
す
る
こ
と
は
唯

一
の
選
択
肢
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、
「制
裁
」
と
い
う
観
点
は
あ

る
程
度
ひ
ろ
い
視
野
を
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ひ
ら
く
も
の
で
あ
る
が
、
「機
能
的
」
考
察
を
強
調
す
る
場
合
に
は
、
よ
り
ひ
ろ
い
と
ら
え
方
が
有
益
で
あ
る
と

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の

で
あ
る
。

即
ち
、
畠
山
教
授
は
、
今
村
教
授
の

「行
政
制
裁
」
目
義
務
履
行
確
保
手
段
の
う
ち
不
利
益
を
課
す
こ
と
に
よ
り
間
接
的
に
強
制
す
る

も
の
、
と
い
う
用
語
法
を
ふ
ま
え

つ
つ
、
「制
裁
ト
と

い
う
こ
と
ば
に
か
え
て

「
サ
ン
ク
シ

ョ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
は

「
行
政
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
用
い
る
措
置
で
あ

っ
て
伝
統
的
な
行
政
強
制
手
段
以
外
の
も
の
」
を
ひ
ろ
く
視
野

に
い
れ
る
趣
旨
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
と

い
う
の
は
、
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
と

い
う
こ
と
ば
は
、
利
益
を
与
え
る
も
の
、
不
利
益
を
課
す
も
の
の

双
方
、
つ
ま
り
ボ
ジ
テ
ィ
ブ
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
双
方
を
含
み
う
る
こ
と
か
ら
、
通
常
の
用
法
に
従

っ
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
サ
ン
ク
シ

ョ
ン
を
中
心

お
と
　

と
し
て
考
察
す
る
場
合
で
も
、
行
政
過
程
に
お
け
る
機
能
を
よ
り
適
切
に
位
置
づ
け
う
る
か
ら
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
本
稿
の
関
心
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
ら
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
、
行
政
活
動
の
行
為
形
式
と
は
無
関
係
の
制
度

(仕
組
み
)
と
考
え
、

ハの
　

か
つ
、
こ
れ
を

「行
政
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
の
方
法
」
と
位
置
づ
け
る
方
向
が
示
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

〔従
来
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
制
度
分
類
と
い
う
縦
糸
と
行
為
類
型
と
い
う
横
糸
を
通
す
こ
と
に
よ
り
、
公
益
の
実
現
を
目
的
と
し
て
お
こ

な
わ
れ
る
種
々
の
行
政
活
動
の
個
々
の
場
面
ご
と
に
、
対
国
民
と
の
関
係
で
行
政
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
法
制
度
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
法
形
式
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
を
個
別
的
に
分
析
し
、
制
度
の
あ
り
方
を
考
え

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。〕

な
お
、
以
上
の
よ
う
な
発
想
と
の
関
連
で
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
近
時
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
て
い
る

「法

の
経
済
分
析
」
を
ふ
ま
え
た
規
制
手
法
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
そ
の

一
例
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る

「
司
法
的
執
行

の
原
則
」
な
い
し

「裁

判
所
に
よ
る
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
原
則
」

の
も
と
で
、
実
効
的
な

エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
手
段
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
る

。三
一

ハめ
ニ
お
コ
む
　

℃
。
屋

ξ

(
民
事

罰

)

が
あ

げ

ら

れ

る
。

こ

の
よ

う

な

「
経

済

的

イ

ン
セ

ン
テ

ィ

ブ
」

の
う

ち
あ

る
種

の
も

の
は

、
我

国

に

お

い

て
も

か

ね

て
か

ら

注

目

さ

れ

て

い

る
と

み

ら

れ

、
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ハあ
　
　め
　

ハリ
と
み
　

建
築
行
政
や
公
害
規
制
の
分
野
に
お
い
て
執
行
罰
を
再
導
入
す
べ
し
と

い
う
立
法
論
や
、
立
法
化
さ
れ
た
課
徴
金

制
度
も
そ
の
よ
う
な
文

ハめ
ソ

脈

の
な

か

で

評
価

さ

れ

よ
う

。

以

上

の
よ

う

に

、
「
機

能

的
」
な

考

察

を

す

る

場

合

に

は

、
「
制

裁

」
と

い
う

観

念

に

よ

っ
て

と

ら
え

ら

れ

る

も

の
は

、
「
サ

ン
ク

シ

ョ
ン
」

　　
ズ
む
ズ
　
ズ
お
ズ
　
レ

あ

る

い
は

「
イ

ン
セ

ン

テ

ィ
ブ

」

と

い
う

観

念

に

よ

っ
て

と

ら
え

ら

れ

る

も

の

の

一
部

と

い
う

こ

と

に

な

る

。

そ

こ

で
、

本

稿

の
関

心

か

ら

は
、

「
行

政

の
実

効

性

確

保

の
手

法

」

と

し

て
、

あ

る
程

度

限
定

さ

れ

た

行

政

過

程

の

局

面

に

お

い

て
用

い
ら

れ

る

手

法

を

と

ら

え

る

場

合

に

、

ど

の
よ

う

な

観

念

に

よ

る

の
が

有

益

か

と

い
う

こ

と

が

問

題

と

な

る

。

こ
れ

ま

で

み
た

と

こ

ろ

か

ら

す

る
と

「
制

裁

」

と

い
う

観

念

で

は

や

や
狭

い
と

思

わ

れ

る

。

他

方

で
、

「
サ

ン

ク

シ

ョ
ン
」

あ

る

い
は

「
イ

ン
セ

ン

テ

ィ

ブ
」

の
観

念

は

、

や

や
広

き

に
す

ぎ

る
面

が

あ

る
も

の

の
か

な

り

有

益

で
あ

る

と

思

わ

れ

る

。

こ

の
あ

た

り

を

ど

う

調

整

す

る
か

が

、

残

さ

れ

た

課

題

で
あ

る
。

(42
)

例
え
ば

、
南

"
原

田
口
田
村
編

・
行
政
法
ω

(行
政
法
総
論
)

一
八
六
-

一
八
七
頁

(昭
五

一
)
〔碓

井
執

筆
〕
は
次

の
よ
う

に
説

明
し
て

い
る
。

〔本
書

に
お

い
て
は
、
講
学

上
用

い
ら

れ
る

「行
政
強
制
」

の
ほ
か

に
、
強
制
作
用
を
背
景

に
し
て
行
政
上
必
要
な
状
態

の
実

現
を
促

す
と

い
う

機
能

に
着

目
毛

て
、
行

政
罰
を
も
あ
わ

せ
て
考
察
す

る
こ
と
と
す

る
。
〕

〔強
制
作
用
を
背
景

に
し
て
行
政
上
必
要
な
状
態

の
実

現
を
促

す
と

い
う

機
能
に
着
目
す

る
場
合

に
、
講
学
上

の
行
政
強
制
、
行
政
罰

の
ほ
か
、
次

の
よ
う
な
も

の
も
、
同
様

の
機
能

を
果
た
し

て
い
る
。
〕
以

下
、
授
益

的
処
分

の
停
止

・
撤

回
、
金

銭
的
負
担

、
公
表

が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

(
43
)

今
村

・
前
出
註

(12
)

(
44
)

連
邦

の
行
政
手
続
法

(
A
P
A
)

の
定
義

規
定
は
非
常

に
ひ
ろ

い
。
㎝
d
あ
6

諭

頴

一
(一
〇
)

金
子
芳
雄

「
行
政
強
制
1

と
く
に
米
国
法
制
を
中
心
と
し
て
」
慶

応
大
学
法
学
研
究
三
七
巻

二

号

一
〇
頁

(昭
三
九
)
参
照

(
45
)

環
境
法

に
お
け

る

窪
8
『8
幕

旨

に

つ
い
て
、
ω
き
&
o
霧

と
市
民
訴
訟
を

中
心
に
記
述
す

る
も

の
と
し

て
、
切
。
巳
器

"
ζ
a

畳

9

↓
訂

匿
≦

9

浮

く
ぎ

⇒
ヨ
2
琶

ギ
・
3
。ぎ

旦

這

○。
"
)
署

ヒ

8

が
あ

る
。
し
か
し
、
行
政
法

の
概
説
書

に
お

い
て
は
、
通
常
、
ω
き
&

9

と

い
う
形

の
ま
と
ま

っ
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た
説
明
は
な
さ
れ

て
は

い
な

い
。

村

・
前
出
註

(
12
)
に
影
響
を
う
け
、
「
制
裁
」

と

い
う
観

点
か
ら
グ

ル
ー
ピ

ン
グ
を
試
み
た
も

の
で
あ
る
と
み
ら
れ

る
。

こ
れ
に
は
、
①

延
滞
税

・
加
算
税
②

課
徴
金
③
誘
導

的
租
税

が
あ

る
。

こ
れ
に
は
、
①

授
益

的
行
政
処
分
の
撤

回
②

退
職
勧

奨
、
公
害

防
止
等

の
分
野
に
お
け
る

い
わ
ゆ
る

ア
メ
と

ム
チ

の
組

み
合
わ
せ
③
公
共
事
業

の

指
名

・
指
名
停
止
④

私
法
契

約
に
お
け
る
解
除
が
あ

る
。

重
要
な
例
外
が
認
め
ら
れ
て

い
る
の
が
、
租
税

の
分
野
で
あ
る
。

(以
下
に

つ
い
て
は
、
東
京
大
学
助
手
佐
藤
英
明
氏

に
教
示
を
う
け

た
)

(連
邦
)
内
国
歳
入
法
典

(I
R
C
)

の
定

め
に
よ
る
と
、
徴
収
部
局

(
一旨
Φ3
巴

襯

<
。
2
。
留
『<
一8

0
。
=
Φ
注
8

9
<
邑
。
・
)

に
は
滞
納

さ

れ

た
租
税

に

つ
き
、

行
政

的

に
徴
収

す

る

(
8
浮
9

9
窪

震

包
邑

筥
旨

讐

<
Φ
ζ

)

手
段

と
訴

訟

に
よ

っ
て
徴
収
す

る

(
8
幕
簿

ξ

8
¢
耳

曽
&

2

)

手
段

が
選

択

的
に
与

え
ら

れ

て

い
る

が
、

通
常

は
前
者

が

用

い
ら

れ

て

い
る
。

一,
い
あ

訂
葺
&

」
暮
Φ
3
巴

寄

話
巨
Φ
留
『≦
8

2
.
公
表

3
.
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
供

給
停

止

4
.
特
典
や
資
格

の
停

止

(
46
)

た
だ
、
ω
霧
呂

8

の
中
心
は
、

や
は
り
民
事
刑
事

の

需
き
ξ

で
あ

る
と

見
ら
れ
る
。

(
47
)

遠
藤

・
前
出
註

(8
)
七

一
四
ー

七

一
五
頁

(
48
)

中
西
又
三

「
行
政
目
的
を
確
保
す
る
た
め
の
制
裁
」

金
子
目
広
岡
H
山
本
編

・
法
学
演
習
講
座

・
行
政
法
上

・
二
四

一
頁

(
昭
四
九
)

は
、
今

(
49
)

畠

山

・
前
出
註

(5
)
三
六
六
ー

三
六
八
頁
。

(50
)

同

・
三
七

一
-

三
八
O
頁
に
よ
る
と
、
現
代
型
サ

ン
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
次

の
も

の
が
あ
る
。

1
.
経
済
的
負
担

の
賦

課

(
51
)

同

・
三
八

一
-

三
八
二
頁

(
52
)

金
子

・
前
出
註

(
44
)
、
及
び
同

「
英
米
に
お
け
る
行
政
強
制
」

公
法
研
究
二
七
号
二
五
二
頁

(昭
四
〇
)
な
お
、

こ
の
よ
う
な
原
則

に
対

し
て
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(
53
)

(54
)

(
55
) 等

碧
獣
8

雪

α
マ
o
。a
震
Φ
。
0
8
犀
9
0
犀
(一
り
Oo
㎝
)
℃
,
①
り

こ
れ
に
対
し
、
納
税
者
側

に
は
、
↓
鶴

0
2

旨

で
争
う

か
通
常

の
訴
訟
で
争
う
か
等

の
選

択
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
得
失
が
あ
る
。
前
者

で
は
、

強
制
徴
収
は
さ
れ
な

い
が
、
納
税
者
が
敗
訴
し
た
場
合
に
は
、
延
滞
利
子

(
目

震
8
二

=

訳
)

が
か
か
る
。
後
者
は
、

い
っ
た
ん
払

っ
た
後

の

返
還
請
求
と

い
う

形
を
と
る
。
の
o
ヨ
幕

浮

江
＼
》
且

雲
ω3

＼
㌍

o
畠

＼
国
く
の
『葺

』

匹

閃
a
震
巴

↓
震

9

ξ
零

這

○。
㎝
(お

○。
轟
y
℃
葛

①
1
蕊

ま
た
、
租
税

の
滞
納
に
対
す
る
抑
止
力
と
し
て
、
行
政
的
な
徴
収

の
手

続
に
お

い
て
、
合
衆

国
の
た
め
に
発
生

し
た

幕

昌
が
登
録

さ
れ
る

(
豊

轟

夢
Φ
8
浮
Φ
。
P
翼

=
窪

)
と
、
納
税
者
は
そ

の
後
数
年

に
わ
た

っ
て
信
用
供
与
を
う
け

る
の
が
困
難

に
な

る
こ
と

が
指
摘

さ
れ
て

い
る
。

の
げ
』

『
9
捗
ω
も

轟
る
戸
Oo
N

な

お
、
無

申

告
、
過

少

申
告

に
対
す

る

ペ
ナ

ル
テ

ィ
に

つ

い
て
は
、
>
ω
首
。
葦

Ω
三

評
轟
ヨ
8

一。
こ

墨
8
⊆
轟
9

磐
O
浮

ぎ

2

①日

↓
髪

閃
Φ9
『
P

N
ω
d
O
[
》

戸

菊
①
<
●
①
ω
刈
(一
⑩
刈
㎝
)

村
上
暦
造

「
行
政
庁
に
よ
る
処
罰
ー

行
政
法
令
違
反
に
対
す
る
非
刑
事

的
金
銭

罰
に

つ
い
て
ー
」
ジ

ュ
リ
ス
ト
七

六
四
号

一
一
〇
頁

(
昭
五
七
)

ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
金
銭
罰

は
、
原
則
と
し

て
行
政
庁
が
額
を
決
定
し
賦
課
し
う
る

の
で
は
な
く
、
裁
判
所
が
決
定
し
執
行
す

る
も

の
で
あ

り
、

い
わ
ば
行

政
が

原
告

に
な

る
訴
訟

に

つ
き
、
起
訴
前

の
和
解
な

い
し
訴
訟
上

の
和
解
が
森
さ
れ

る
と

い
う
形
が
多

い
と

さ
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

最
近
若
干

の
分

野
で
、
行
政
的
な
賦
課

(裁
決
手
続
を
用

い
る
)
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
お
り
、
命
令
監
督
か
ら
経
済
的
イ

ン
セ
ン
テ
ィ

ブ

ヘ
と

い
う
立
法
論
的
提
言

に
お

い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
行
政

に
よ

る
効
率
的
な
賦
課
が
推
奨
さ
れ

て
い
る
。
宇
賀
克
也

「行
政
法
判
事

(下
)
」

ジ

ュ
リ

ス
ト
八
二
七
号

六
三
頁

(
昭
五
九
)
及
び
、
後
出
註

(
60
)

(
61
)
参
照
。

エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ

ン
ト

の
観
念

は
か
な
り

ひ
ろ
く

、
行
政
機
関
が
規
制
権

限
を
十
分

に
行
使

し
な

い
場
合

に
、
市
民
が
お

こ
す

訴
訟
も

エ
ン

フ
ォ
ー

ス
メ
ン
ト

の
手

段

の

一
つ
と

し
て
説
明
す
る
も

の
も
あ

る
。
の
3
8
呂

窪
芦

野

≦
『
8
ヨ
撃
貯巴

℃
呂

昌

r
霧

(ご

o。
N
).
署

。
○。
0
9

9

旨

9

ω
O
く
雪
斜
r

寄
く
。
=

○。
刈
(這

ミ

)一
浮

急
器

"

ζ
a

巽
一蔓
あ
も
茜

g
竃

&

噸
讐

Φ
蕊

昭
和
四
五
年
の
建
築

基
準
法
の
改

正
に
お

い
て
、
執
行
罰

の
導
入

が
み
お
く
ら

れ
た

こ
と

に

つ
き
、

暉
峻
淑

子

「建
築
基
準
法

の
改

正
」

ジ

ュ

リ
ス
ト

四
五
五
号
六
二
頁

(昭
四
五
)
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5756
(
58
)

(
59
)

6160

公
害

規
制

に

つ
き

原
田

・
公
害
と
行
政
法

一
〇
六
頁

(昭
四
七
)
参

照
。

独
占
禁
止
法

の
カ
ル
テ
ル
規
制

に
お

い
て
は
か
な
り

の
運
用
実
績

が
積

み
重

ね
ら
れ
て

い
る
。
川
井
克
倭

・
カ
ル
テ
ル
と
課
徴
金

(昭
六

一
)

二
二
九
頁
次

以
下
。
な

お
、
課
徴
金
導
入

以
前

に
、
勲
章

の
授
与

の
停

止
が
カ
ル
テ
ル

の
抑
止
効
果
を
有
し

て
い
た

こ
と

に

つ
き
、
同

・
は
し
が

き
参

照
。

な
お
、
・課
徴
金

の
法
的
性
格

に
関
し
て
、
義
務
違
反

に
対
す

る
制
裁
と

し
て
と
ら
え

る

べ
き

か
と

い
う
議
論
が
あ

る
。
来
生
新

「課
徴
金

・
反

則
金

・
違
反

の
公
表
」
行
政
法

の
争
点

二

二
頁

(昭
五
五
)

(否
定
説
)

道
徳
的
非
難
が
含
ま
れ

る
か
、
賦
課
す

る
か
ど
う
か

の
裁
量
が
あ

る
か

(制

裁
な
ら
裁

量
が
あ
る
と

い
う
議
論
、
独
禁
法

の
課
徴
金

は
行

政
上

の
措
置

で
あ

る
か
ら
裁
量
な
し
と

い
う
議
論
を
想
起
せ
よ
)
と

い
う
点
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お

い
て
は
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が

「
民
事

的
」
か

「
刑
事

的
」

か
と

い
う
点
と
関
連
し

て
議
論

さ
れ

て
い
る
。

9
く
2

↓
冨

>
器
8
ωヨ
Φ
暮

曽
⇒
O
呂

け蒔
讐

8
、
9

Ω
≦
一
ζ
g

2

評
g

辰
8

ξ

問
①位
雲
巴

>
q
邑
巳
。。#
呂
話

>
αq
雪
9
β

刈
り
O
o
一,
r

零
<
,
一
"
しo
轟

(一
Φ
お

)

な
お
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
注

目
さ
れ

る
理
由

の

一
つ
は
、
違
反

一
日
あ
た
り

い
く

ら
と

い
う

よ
う

な
定
め
方
が

で
き
抑
止
効

果
が
期
待

で
き
る
点

で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
、
民
事
罰

の
み
な
ら
ず
刑
事

の
罰
金

に
お

い
て
も

そ
の
よ
う

な
定

め
が
あ
る

こ
と
が
注
目

に

値
す

る
。
龍

田
節

「
企
業
と
責
任
」
現
代
企
業
法
講
座
第

一
巻
三
七

一
頁

(昭

五
九
)
参
照

よ
り

一
般

に
、
公
害
規
制
手
法
と
し

て
の
金
銭
的
負
担

の
賦
課

に

つ
い
て
、
人
間
環
境
問
題
研
究
会
編

「特
集

・
公
害
規
制
と
し
て

の
賦
課
金

制
度
」
環
境
法
研
究
九
号

(昭

五
三
)
参
照
。

法
と
制
度

の
経
済
分
析

の
基
本
的
な
考
え
方

に
つ
い
て
、
浜

田
宏

一
・
損
害
賠
償

の
経
済
分
析

(昭
五
二
)

が
有
益

で
あ
る
。

命
令
監
督

(
8
ヨ
暴

且

器

0
8
筥
琶

)
に
対
し
、
経
済
的
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

(
Φ8
き
目
。
-冨
ω
巴
き

8
呂

話

)
を

代
替
な

い
し
補
完
手
法
と

し

て
位

置
づ

け
、

そ

の
採

用
を

説

く

近

時

の
文

献
と

し

て
の
9
≦
曽
芦

即
罐
巳
毘

。
P

『
ロ
・
茜
ぎ

P

き
O
>
α
目
巳
斡
魯

話

躍
≦

》

9

8
8
貫
巴

問
轟
幕

≦
○
身

8

0
鎮

r

評

<
」

謡

①
(這

○。
一
)
が
あ

る
。
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ヂ

(
62
)

(
63

)

(64
)

規

制

目

的

(
『畠
巳
讐
・
q

3
審
窪

<
8

)

と

規

制

手

法

(
お
讐

轟
8
蔓

8
。
一。。
)

の
関

係

に

つ

い

て
、

㌍
塁
2

>
墨
一栃
一お

即
詔
⊆
一讐
・
蔓

評

ぎ

轟

憲

旨

跨

冴

需
ω
ω
評

ω三

往
毒

≧
一①
ヨ
鐘
<
Φる

呂

寄
8
毒

一
露

浮

『
<
。
[
■
評

<
』

ミ

(る

お

)
参
照

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
規
制
手
法
を
め
ぐ
る
議
論

の
動
向
に

つ
い
て
は
、
本
学
大
学
院
生

(現
在

バ
ー
ク
レ
イ
留

学
中
)

北
村
喜
宣
氏

の
修
士
論

文

(昭
和

六
〇
年

一
二
月
)
「
実
体
的
行
政
規
制
改

革

の
展
開
ー

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大
気
汚
染
防
止
行

政
を
中
心
と
し

て
」

か
ら
、
文
献

の
所

在
を
含
め
多
く

の
教
示
を
う
け
た
。
同
論
文
は
近
く
そ

の
要
約
が
公
表
さ
れ

る
予
定

で
あ

る
。

大
気
汚
染
防
止

の
分
野
に
お
け
る
経
済
的
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
利
用
し
た
手
法

の

一
つ
と
し

て
の
バ
ブ
ル
政
策

(
9

3

下
宕
一一昌

)
に

つ
い
て
、

畠
山
武
道

「
最
近

の
連
邦
最
高
裁
判
決
か
ら
ー
バ
ブ

ル
概
念
を
め
ぐ
る
紛
争
」
判
例

タ
イ

ム
ズ

五
七
七
号

一
七
頁

(昭
六

一
)
参

照

五

行
政
手
法
論
の
位
置
づ
け

以
上
の
考
察
か
ら
明
ら
か
に
な

っ
た
よ
う
に
、
「行
政
の
実
効
性
確
保
の
手
法
」
と
い
う
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の

「機
能
」
に
着
目
し
、

同
様
な
い
し
類
似
の
機
能
を
有
す
る
も
の
か
ら
順
に
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
を
し
て
ゆ
く
と
い
う
説
明
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
際

ハ　
ワ

に
お
け
る
分
類
概
念
は
、
必
ず
し
も

「行
為
形
式
」
を
基
準
と
し
て
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な

い
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
も
ち

ろ
ん
、
あ
る
行
政
作
用
が
あ
る

「行
為
形
式
」
を
有
す
る
こ
と
か
ら
あ
る
特
徴
的
な

「機
能
」
を
有
す
る
と

い
う

こ
と
、
つ
ま
り

「行
為

形
式
の
機
能
」
を
語
り
う
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
が
、
「行
為
形
式
」
を
異
に
し
て
い
て
も
同
様
な

い
し
類
似
の
機
能
を
有
す
る
も

ハぱ
ニ
ぴ
ソ

の
が
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
「規
制
的
行
政
指
導
」
の

「権
力
性
」
が
語
ら
れ
る
こ
と
、
あ
る

い
は
勧
奨
予
防
接
種
に

お
け
る

「心
理
的
強
制
」
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
点
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

一
で
触
れ
た
よ
う
に
、
今
後
は

「行
政
手
法
論
」
な
い
し

「行
政
手
段
論
」
を

「行
為
形
式
論
」
と
は
別
個
の
理
論
的
レ
ベ

ル
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し

つ
つ
、
行
政
法
総
論
に
お
け
る
説
明
を
く
み
か
え
る
の
が
適
切
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
つ

ま
り
、
従
来
の

「行
政
強
制
」
及
び

「行
政
上
の
義
務
履
行
確
保
」
の
部
分
の
説
明
は
、
「行
為
形
式
」
に
か
か
わ

る
説
明
と

「行
政
手
法
」
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な
い
し
,「行
政
手
段
」
に
か
か
わ
る
説
明
を
混
在
さ
せ
て
い
た
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
の
関
係
や
、
い
く

つ
か
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
の

分
類
基
準
の
理
論
的
関
係
が
や
や
不
明
確
で
あ

っ
た
と
評
価
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
見
通
し
も

司行
政
手
法
論
」
な
い
し

「行
政
手
段
論
」

の
理
論
的
性
格
が
明
確
に
な

っ
て
い
な
い
現
状
で
は
課
題

を
示
し
た
に
と
ど
ま
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
「行
政
手
法
論
」
な
い
し

「行
政
手
段
論
」
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か

を
考
察
し
て
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

ハ
め

い

ま
ず
、
「行
政
手
段
論
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
「
行
政
過
程
論
」

の
意
義
と
と
も
に
藤
田
教
授
の
整
理
が
あ
る
。

藤
田
教
授
の
い
う

「行
政
手
段
論
」
は

一
種

の
モ
デ
ル
概
念
で
あ
る
が
、
〔行
政
の
諸
活
動
を
、
行
政
主
体
が
そ
の
目
的
を
遂
行
す
る

為
に
選
択
的
に
利
用
す
る
、
そ
の
意
味
で
合
目
的
的

・
機
能
的
な
、
単
な
る

一
つ
の

「手
段
」
と
し
て
考
え
る
見
方
〕

で
あ
り
、

〔諸
々

の
行
政
活
動
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の

「手
段
」
で
あ
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
そ
の

「法
技
術
」
と
し
て
の
性
格
を
強
調
し
、

そ
の
技
術
性

・
形
式
性
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
〕
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
意
味
で
の
行
政
手
段
論
者
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の

が
、
塩
野
教
授
、
原
田
教
授
で
あ
る
。

ハ
め

　

こ
れ

に

関

連

し

て
、
筆

者

は

次

の
よ
う

に
整

理

し

た

こ
と

が
あ

る
。

〔そ

こ

で
最

も

問

題

を
含

む

の
が

「
行

政
手

段

」

と

い
う

言

葉

で
あ

る
。

こ

れ

は
抽

象

的

に
、

行

政

目
的

-

行

政

手

段

と

い
う

枠

組

み

で

と

ら

え

る

と

き

に

は

、

き

わ

め

て
多

様

な
次

元

で
語

る

こ
と

が
許

さ

れ
、

か

つ
行

政

学

的

な

行

政

過

程

の
分

析

に
な

じ

む

も

の

で
あ

る

。

そ

し

て
筆

者

の

み

る
と

こ

ろ
、
行

政

法

学

と

の
関

連

を

有

す

る

も

の
は

、
大

き

く

分

け

て

(
人

的

・
物

的
)
「
資

源

」
(評

ω
o
ξ

。
β

蜜

箒

包

と

い
う

意

味

で

語

ら

れ

る
場

合

と

、

管

理

(>
α
目
一巳
ω
q
呂

。
⇒
)
く
Φ
毫

貰

仁
轟

)

の
手

法

と

し

て

の
計

画

、

組

織

、

調

整

、
指

導

、

給

付

、

命

令

強

制

な

ど

を

と

ら

え

る
場

合

が

あ

る

。

「
行

政

手

段

論

」

の
名

の
も

と

に

従

来

の
公

務

員

法

、

公

物

営

造

物

法

、

行

政

組

織

法

を

ま

と

め

て
と

ら

え

よ

う

と

す

る

志

向

は
前

者

の
次

元

に

属
す

る
と

み

ら

れ

る

が
、

後

者

の
次

元

に
属

す

る
と

み
ら

れ

る
興

味

深

い
も

の
と

し

て
、

経

済

行

政

作

用

法

(各

論

)

の
研

究

の
な

か

で
論

じ

ら

れ

て

い
る
介

入

手

段

の

カ

タ

ロ
グ
が

あ

る
。
〕
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ハ
ゆ

　

ヘ
ハ

リ

筆
者
は
前
者
の
代
表
的
論
者
と
し
て
塩
野
教
授
を
、
後
者
の
代
表
的
論
者
と
し
て
佐
藤
英
善
教
授
及
び
原
田
教
授
を
念
頭
に
置
き
、
ま

ハだ
　

へだ
ワ

た
、
後
者
に
属
し
つ
つ

「行
政
手
法
」
と
い
う
用
語
法
を
と
る
論
者
と
し
て
阿
部
教
授
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
。
し
か
し
、
藤
田
教
授
の

整
理
を
み
る
限
り
で
は
、
塩
野
教
授
の

「行
政
手
段
論
」
も
主
と
し
て
後
者
の
次
元
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
筆
者
は
今
後
の
整
理
と
し
て
、
「行
政
手
段
論
」
と

「行
政
手
法
論
」
を
や
や
異
な
る
レ
ベ
ル
の
も

の
と
し
て
論
じ
る
こ
と

を
提
唱
し
た
い
。

つ
ま
り
き
「行
政
手
段
」
と

い
う
場
合
に
は
、
行
政
が

「社
会
管
理
作
用
」
を
果
す
た
め
に
用

い
る
様

々
な

「資
源
」

を
抽
象
的
に
、
即
ち
、
行
為
形
式
と
は
無
関
係
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
行
政
目
的
と
の
関
連
を
も

一
応
た
ち
き

っ
て
把
握
す
る
の
で
あ

る
。
例
え
ば
、
金
銭
な
い
し
財
貨
と
い
う

「行
政
手
段
」
は
、
そ
れ
を
給
付
な

い
し
交
付
す
る
と
い
う
場
面
に
限
定
し
て
も
、
生
活
保
護
、

へれ
　

社
会
保
障
、
特
定
の
産
業
の
助
成
、
公
害
防
止
等
、
様
々
な
領
域
で
用
い
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
剥
奪
す
る
と
い
う
場
面
を
包
括
す

れ
ば
、
「経
済
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
」
が
視
野
に
は
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
抽
象
的
な
把
握
に
よ
れ
ば
、
「人
」
「物
」
「組
織
」
と
い

う

「行
政
手
段
」
を
主
と
し
て
扱

っ
て
き
た
の
が
公
務
員
法
、
公
物
法
、
行
政
組
織
法
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
営
造
物
法
、
公
企

へを

業

法

は

、

「
人

」

「
物

」

「
サ

ー

ビ

ス
」

と

い
う

「行

政
手

段

」

の
組

み
合

わ

せ
を

扱

っ
て
き

た

も

の
と

も

説

明

で
き

よ
う

。

な

お

、

現

代

社

会

に

お

け

る

「
情

報
」

の
重

要

性

に
鑑

み

る

と

、

「
情

報

」

を

一
つ

の

「
行

政

手

段

」

と

し

て
考

察

す

る

こ

と

も

有

意

へ　
り

義
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
公
表
は
、
多
く
は
指
導

(誘
導
)
行
政
の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
の
不
利
益
賦
課
の
行
政
手
段
と

へび
り

し
て
着
目
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
指
示

・
勧
告
と
い
っ
た
行
政
の
非
権
力
的
行
為
を
前
提
と
し
、
事
業
者
等

の
信
用
、
イ
メ
ー
ジ
等
に

対
す
る
不
利
益
を
課
す
る
点
か
ら
、
「違
反
に
対
す
る
制
裁
」
の
延
長
線
上
に
と
ら
え
て
い
る
。

F
し
か
し
、
事
実
行
為
の
重
要
性
は
、
「侵
害
」

の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
満
た
す
か
ど
う
か
の
み
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ

っ
て
ひ

き
お
こ
さ
れ
る

「事
実
状
態
の
変
動
」
が

「行
政
目
的
の
実
現
」
睡

「行
政
上
必
要
な
状
態
の
実
現
」
に
と

っ
て
ど
の
よ
う
な
位
置
を
し

め
る
か
に
よ
る
。
つ
ま
り
、
行
政
活
動
の

「病
理
学
」
"

「違
法
な
行
政
活
動
に
対
す
る
救
済
」
の
み
な
ら
ず
、
行
政
活
動
の

「生
理
学
」

に
お
い
て
正
当
な
位
置
づ
け
が
必
要
で
あ
る
。
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そ
こ
で
、
公
表
の
意
義
は
、
「精
神
的
事
実
行
為
」
に
よ
り
ひ
き
お
こ
さ
れ
る

「事
実
状
態

の
変
動
」
曄
情
報
と

い
う
観
点
に
お
け
る

事
実
状
態
の
変
動
に
あ
る
か
ら
、
そ
の
機
能
は
、
①
事
業
者
等
が
、
そ
の
不
利
益
を
お
そ
れ
て
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
上
必
要
な

状
態
が
実
現
さ
れ
う
る
、
と
い
う
従
来
着
目
さ
れ
て
き
た
も
の
の
ほ
か
に
、
②
情
報
提
供
に
よ
り
、
事
業
者
以
外

の
行
為
主
体

(例
え
ば

ハ　
　

消
費

者
)

の
活

動

が
影

響

を

う

け

、
行

政

上
必

要

な
状

態

が
実

現

さ

れ
う

る
と

い
う

点

に
あ

る

こ
と

に

な

る

。

こ

の
よ

う

に

み

る
と

、
「
情

報

」
と

い
う

「
行

政

手

段

」
を

「
提

供

」
と

い
う

形

で
操

作

す

る
も

の

の

一
部

分

が

、
「
制

裁

」
な

い
し

「
負

の
イ

ン
セ

ン

テ

ィ
ブ
」

と

し

て

の
公

表

と

い
う

こ
と

に
な

ろ
う

。

さ

て
、

以

上

の
よ
う

に

「
行

政
手

段

」

を

か

な
り

抽

象

的

な

レ

ベ

ル

で
と

ら
え

る
と

、

そ

れ
を

補

完

す

る

も

の
と

し

て

、

「
行

政

手

法

」

を

や

や
具

体

的

な

レ

ベ

ル

で
と

ら

え

る

べ
き

こ

と

に

な

ろ
う

。

「
行

政

手

法

」

は

「
行

為

形

式

」

と

は

次

元

を

異

に

し

、

行

政

目

的

と

も

直

接

の
対

応

関

係

に

は

立

た

な

い
も

の
で
あ

る

が
、

あ

る
程

度

、

行

政

領

域

や
行

政

目
的

に
な

じ

み

や
す

い
も

の
で
あ

る

と

い
う

点

が

指

摘

で
き

よ
う

。

つ
ま

り

、

「
権

力

行

政

」

と

い
わ

れ

て
き

た

も

の
は

、

「
命

令

」

「
強

制

」

「
監

督

」

と

い
う

「
行

政
手

法

」

が
主

と

し

て
用

い
ら

れ

る
行

政

領

域

を

念

頭

に

お

い
た

概

念

で

あ

り

、
「
給

付

行

政
」
と

い
わ

れ

て
き

た

も

の
は

、
「
助

成

」
「
誘

導

」
と

い
う

「
行

政

手

法

」

パカ
ソ

が

主

と

し

て
用

い
ら

れ

る

行

政

領

域

を

念

頭

に

お

い
た

概
念

で

あ

っ
た

と

評
価

で
き

る

の
で

は

な

か

ろ
う

か

。
し
か

し
、
「
調

査

」
「
計

画

」

「
指

導
」

「
調

整

」

等

の

「
行

政

手

法

」

は

ほ

と

ん

ど

す

べ
て

の
行

政

領

域

で

必

要

と

さ

れ

る

も

の
で

あ

ろ
う

。

か

く

し

て
、

理
論

的

な

配
列

か

ら
す

る
と

、

「
行

政

手

段

」

及

び

「
行

政

手

法

」

は

共

に

、

行

政

法

総

論

の

一
章

に

「
行

為

形

式

」

「
行

政

手

続
」

「
行

政

上

の

一
般

的

制

度

」

と

別

個

に

論

じ

ら

れ

る

べ
き

こ

と

に

な

り

、

「
行

政

過

程

論

」

は

そ

の

よ
う

な

配
列

の
意

味

を

説

明

ハ
　

り

す

る

も

の

の
見
方

と

位

置

づ

け

ら

れ

る
。

(66
)

前

出
註

(23
)
の
よ
う
に
、
「
行
政
形
式
」
を
と
ら
え

る
場
合

に
は
、
あ
る
行
為

の
果
す
機
能

に
共

通
点

が
あ

る
だ

け
で
は
、
同

一
の

「行
為

形
式
」

を
語
る
に
は
不
十
分

で
あ

る
こ
と

に
な

る
。

こ
れ
に
対
し

て

「
行
政
手
法
」
と

い
う
場
合
に
は

「
行
政
過
程
論

」

に
お

い
て

「
行
政

目
的
」

の
達

成

の
た
め

に
果
す

「機
能
」

の
共
通
性
と

い
う
観
点
か
ら
位
置
づ
け

る
こ
と
が
自
然
と
な
る
。
そ

こ
で
、
例
え
ば

、
「
行
政
立
法
」
と

い
う

カ
テ
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696867
(
70

)
ゴ

リ
ー
は
、
し
ば
し
ば

「法
規
命
令
」
と

「行
政
規
則
」
を
包
括
す

る
も

の
と

し
て
用

い
ら

れ
て
き

て
い
る
が
、
権

限
、
制
定
手

続
、
法
的
拘
束

力
と

い
う
点
で
異
な

る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
そ

の
共
通
点

は
、

「行

政
過

程
」

に
お
け
る

「
機
能
」

の
共

通
性

と

い
う

こ
と

に
ほ
か
な
ら
な

い
。

そ
こ
で
、
「
行
為
類
型
」
と

や
や
方

法
論
的
に
中
立
的
な
呼
び
方
を

す
る
方
が
適
切

で
あ

ろ
う

(高
木

・
前

出
註

(
21
)

(
四
)
国
家
学
会

雑
誌
九

八
巻

五
"
六
号

三
六
頁
)
。
そ

し
て
、

「機
能
」

の
共
通
性
を
正
面
か

ら
掲
げ

る
の
で
あ
れ
ば
、
社
会
管

理
の
手
法
と

し
て
の

「
一
般
的
抽
象
的
な

定

め
」
と

し
て
、
政
省
令
、
告
示
、
計
画
、
内
規
、
通
達
、
要
綱
な
ど

の
あ

る
部
分
を

ひ
ろ
く
と

ら
え

、
そ
れ
ら
が
、
法

的
効
力
と
は
か
か
わ
り

な
く
、
法
律
と
個
別
的
行
政
決
定

の
中
間
段

階
の

「基
準
策
定
」

の
段
階
と

し
て
の
共
通

の
機
能
を
有
す

る
も
の
と
説
明
す

べ
き
で
あ

ろ
う
。

こ

れ
ら
は
、
法
治
主
義

の
観
点

か
ら
、
行
政
裁
量
と
り
わ

け
、
個
別
的
行
政
決
定

の
レ
ベ
ル
で
の
裁

量
の
幅
を
狭

め
、
裁
判
所

の
審
査
を
強
化
す

る

と

い
う

共
通
の
機
能

を
有

す
る
ほ
か
、
行

政
の
効
率
性
と

い
う
観
点

か
ら
も
、
多
く

の
事
案

に

つ
い
て
の

「
画

一
的
処
理
」

あ
る

い
は

「
類
型
的

処

理
」

を
可
能
に
す
る
も
の
と

い
え

よ
う

。
西
ド
イ

ツ
に
お
け
る
こ
の
問
題
に

つ
き
高
木

「
通
達

に
お
け
る
法
と
専

門
技

術
性

の
交
錯

(三
完
)
」

自

治
研
究
六

一
巻

五
号

一
一
四
頁

(昭
六

〇
)
、

フ
ラ
ン
ス
に

つ
き

、
交
告
尚
史

「
個
別
審
査
と
画

一
的

処
理
⑲
～
日
完
」
自
治

研
究
六
〇
巻

一

二
号
、
六

一
巻

三
号
、
四
号

(昭
五
九
、
六
〇
)
参

照

ζ
2
雫

浮

器
暴

目

前
出
註

(
24
)
も
、
行
為
形
式

の
機
能

に
着
目
す

べ
き

こ
と
を
説

い
て
い
る
。

藤
田

・
前
出
註

(2
)
一
二
九
頁

高
木

・
前

出
註

(21
)

(四
完
)

国
家
学
会

雑
誌

九
八
巻

三
"
四
号
三
六
頁

な
お
、
公
物
法

で

「
物
的
手
段
」
、
公
務
員
法

で

「
人
的
手
段
」
、
営
造
物
に

つ
い
て

「設
備
的
手
段
」
と

い
う
表
現
を
し

て
い
た
も

の
と
し

て
、

佐

々
木
惣

一
・
日
本
行
政
法
論

(総
論
)

(大

一
〇
)

が
あ
る
。

た
だ
、
佐
藤
教
授
は
、
作
用
形
式
H
行
政
手
段
と
す
る
よ
う

に
も
み
え

、
行
為
形
式
論
と
行
政
手
段
論

の
関
係
を
ど
う
み
る
か

や
や
不
明
確

で

あ
る
。
ま
た
、
山
内
教
授
も
行
政
手
段
と

い
う
こ
と
ば
を
用

い
る
と
と
も
に

「
行
政
措
置
制
」
を
論
じ
て

い
る
が
同
様

の
疑
問
が
あ
る
。
山
内

一

夫

・
新
行
政
法
論
考

(昭
五

四
)
は
し
が
き
五
頁
、
同

・
行
政
指
導

の
理
論
と
実
際

(昭
五
九
)

(行
政
手
段
と
し

て
の
事
実
的
行
為
)
。
畠
山
武

道

「
石
油

ヤ
ミ
カ
ル
テ
ル
事
件
最
高
裁
判
決

の
検
討
ー

行
政
指
導
分
析
に
関
す
る
従
来

の
理
論

の
再
検
討
1

」
経
済
法
学
会
年
報
六
号
七

〇
頁

注
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(
71
)

(
72

)

(73
)

28
、

30

(昭
六
〇
)
参
照

塩
野
、
原
田
両
教
授
に

つ
い
て
も

「
私
法
的
手
段
」
と
表
現
す
る
場
合

の
よ
う
に
行
為
形
式
に
着
目
し

つ
つ
、
表
現
を
変
え

て

い
る
と

み
ら
れ

る
部
分
も
あ
る
。
壕

お
、
成
田
ほ
荒
"
南
ロ
近
藤

・
現
代
行
政
法

一
〇
九
頁

(昭
四
三
)
参

照
。

行
政
手

法
と

い
う

用
語
は
、
成
田
教
授
の
公
法
学
会
第

三
四
回
総
会
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
言
に
み
ら
れ
る
。
公
法
研
究

三
二
号

一
三
四
頁

(昭

四
五
)

(こ
れ
に

つ
い
て
は
小
早
川
教
授

の
教
示
を
う

け
た
。)
。
ま
た
、
田
中
二
郎
博
士
は
、
行
政
の

ス
タ
イ

ル
と

い
う
意
味

で
用

い
て
い
る
が
、

本
稿

の
関
心
か
ら
は
や
や
は
ず
れ
る
。

田
中
二
郎

・
塩

野
宏
補
訂

・
新

版
行

政
法

・
下

〔全

訂
第

二
版
〕

一
八
頁

(昭
五
八
)
。

阿
部

.
前
出
註

(
3
)
四
五
頁
。
教
授
に
よ
れ
ば
、
「
行
政
手
法
論
」
と

は
、
行

政
主
体
が
公
共

目
的
を
実

現
す
る
手
法

に
関

し
て
法

的
考
察
を

加
え

る
も

の
で
あ
り
、
契
約

か
行
政
行
為
か
と

い
う

よ
う
な
行
為
形
式

に
こ
だ
わ

る
の
で
は
な
く
、
多
様

な
手
法
を
総

合
的
に
と
ら
え
て
、
手
法

の
内
容

や
機
能

に
即

し
て
分
類
し
、
そ

の
問
題
点
を
明
ら
か

に
し
、
ま
た
立
法

の
参
考

に
す

る
も

の
で
あ

る
。

そ
こ
で
、
行

政
手
法

の
分
類
と
し

て
は
、

(8)(7)(6)(5)(4)(3)(2)(1

が

あ

げ

ら

れ

、

て

い
る

。 経
済
的
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

行
政

の
チ

ェ
ッ
ク

・
シ
ス
テ
ム

民
間

に
よ
る
自
主
的

コ
ン
ト

ロ
ー
ル

補
助
金

独
立
採
算
制

・
収
入

の

一
部
還
元
制

政
府

の
市
場
介
入

政
府
契
約

そ

の
他

ま
た
別
途
、
「
強
制

・
制
裁
手
法
論
」

の
な
か

で
、
非
刑
罰
化
、
通
告
処
分

の
拡
張
、
ア
メ
リ
カ

の
民
事
罰

の
導
入
等
が
指
摘
さ
れ
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(74
)

(75
)

(
76
)

7877
(
79
)

(
80
)

資
金

の
交
付
を
行
政
目
的
と

の
関
連
を

一
応
立
ち
切

っ
て

「
行
政
手
段
」

の

一
つ
と
把
握

す
る
も
の
と
し
て
、
塩

野

「
資
金
交
付
行
政

の
法
律

問
題
」

国
家
学
会
雑
誌
七

八
巻

三
目
四
号
九
九
頁

(昭
三
九
)
、
同

・
前
出
註

(15
)
一
九
八
頁
。

営
造
物

の
概
念

は
必
ず

し
も
明
確

で
は
な

い
が
、
そ

の
源
流
で
あ
る
オ

ッ
ト
i

・
マ
イ
ヤ
ー
の
定
義

は

「
公
行

政
の
主
体

が
特
定

の
公
共
目
的

の
た
め
に
継
続
的
に
供
用
す

る
人
的
物
的
手
段

の
総
合
体
」

で
あ

り
、
そ
こ
で

の

「
手
段
」
に
あ
た

る
ド
イ

ツ
語

は

≦

箒

ヨ

で
あ

る
。
原
龍
之

助

・
公
物
営

造
物
法

[新
版
]

三
五
九
頁
注

(
一
)

(昭
四
九
)
。
ω
霞
堕
9
の
&

雪
蔑
。
冨

》
⇒
ω邑

戸
三
≦

這

o。
9

器

讐

ー
器

〇
二

器

霧

)参

照

な
お
、
情
報
を
収
集
す

る
た
め
の
手
法
と

し
て
、
行
政
調
査

の
諸
形
態
と
と
も
に
、
届
出
制
、
許
可
制
、
聴
問
、
公
聴
会
等
を
視
野
に

い
れ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

阿
部

・
前
出
註

(9
)
参

照
。

公
表

の
機

能
に

つ
い
て
基
本
的
な
分
献

と
し
て
、

国

曾

蓉

需
P

>
身

震
紹

汐

窪

。ξ

ξ

>
α
昌
巳
弩

呂

語

>
鴨
考
一β

o。
①
=
貧
<
9
[
あ

宰

一
ω
o。
○
(一
雪

ω
)

遠
藤

・
計
画
行
政
法

(昭
五

一
)

一
六

一
頁
以

下
に
紹
介
が
あ
る
。

従
来
、
行
政
法
各

論
と
し
て
考

察
さ
れ
て
き

た
、
警
察
法
、
公
用
負
担
法
、
財
政
法
等
も
見
方
に
よ
れ
ば
、
各
行
政
分
野
を
素
材
と
し

て
様

々

の

「
行
政
手
法
」
な

い
し

「
行
政
手
段
」
を

説
明
す

る
部
分
が
多
く
、
そ

の
限
り

で
は
、
行
政
法
総
論
に
移
行
し
う
る
も

の
で
あ

ろ
う
。
な
お
、

小
高
剛

・
行
政
法
各
論

(昭
五
九
)
は
、
「
行
政
手
段
法
」
と
し
て
、
行
政
組
織
法

(公
務
員
法
を
含
む
)
及
び
財
政
法
を
説
明
す
る

一
方

で
、
「
規

制
」
「
事
業
」
「
誘
導
」
な
ど

の

「手
段
」
と

い
う
表

現
を

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う

な
位
置
づ
け
は
、
、
「
行
政
手
段
論
」
を
行
政
学
的
な
発
想

で
説

い
て

い
る
と
み
ら
れ
る
遠
藤
教
授

の

「行
政

過
程

論
」

に
最
も
近

い

と

い
え
よ
う
か
。
遠
藤
博
也

・
前
出
注

(8
)

(78
)
及
び
同

・
行
政
法
各
論

(昭
五

二
)
三
〇
〇
頁

(開
発
行
政

の
手
法
)
参
照


